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会会  長長  挨挨  拶拶  

第 17 回香川県小児保健協会研究会開催に際して 

                             香川県小児保健協会会長 

                                    日下 隆 

 

香川県小児保健協会研究会は 2008 年から発足し、研究会を毎年 1 回開催してお

り、今回が17回目の開催となります。香川県の小児医療は、日本小児科学会、日本小

児科医会、日本小児保健協会の日本の主要な各学会と同じ枠組みを作り三者の協力

体制の基に活動を行っており、特に香川県小児保健協会は、小児保健全般に関する

研究、知識の普及や小児福祉への貢献を目的として、これまで研究会開催を主体とし

た活動を行ってきました。 

 

本研究会はこれまでのテーマとして、「軽度発達障害と食育と肥満予防」、「虐待と小

児の医療環境」、「子育てやこどもの躾に関するテーマ」、「こどもが健康に育つには」、

「育児力をつけるには」、「香川県を日本一こどもの育てやすい県にするにはどうすればよ

いか」、「香川県の小児虐待への取り組み」、「かがわの子どもたちの食事を考える」、「子

どもとメディア」、「子どもの発達障害」、「医療的ケアを必要とする子どもの育ちを支える

地域づくり」、「子どもの成長と発達をめぐる環境の現状と課題」「子どもの病気やケガに

対する救急対応や電話相談」、前年度の第 16 回では「子育ての原点」をテーマにしま

した。 

 

第 17 回香川県小児保健協会研究会（2025 年 2 月 9 日、日曜日）は、「ヒトの子育

てで大切なこと」を中心テーマとし、「香川県小児保健統計の動向とその対策」と特別講

演・シンポジウムを行います。本研究会の特色は、参加者が看護師や助産師、保健師、

栄養士・管理栄養士、薬剤師、歯科医、小児科医といった医療関係者だけでなく、教育

関係者など様々な小児保健に従事する方々が、専門分野の枠を超えて自由に参加で

きる研究会です。この会に沢山の方々が参加され、自由な立場から小児保健に関して

の議論がなされ、実りのある会になることを期待しています。 
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【【ププロロググララムム】】  

開催日時： 年 月 日（日） ： ： （ 開場）
会 場：香川大学医学部看護学科棟 号室
テ ー マ：ヒトの子育てで大切なこと

：： 開開会会挨挨拶拶
香川県小児保健協会会長 日下 隆（香川大学医学部小児科学講座）

：： ～～ ：： 香香川川県県小小児児保保健健統統計計のの動動向向ととそそのの対対策策
座 長 田中 久美子（香川県健康福祉部子ども政策推進局子ども家庭課）
演 者 青野 美保 （香川県健康福祉部子ども政策推進局子ども家庭課）

：： ～～ ：： 特特別別講講演演
「「地地域域でで取取りり組組むむ親親子子関関係係のの築築きき ～～親親子子関関係係形形成成支支援援事事業業ににおおけけるる子子育育ててププロロググララムム：：

トトリリププルル ががででききるるこことと～～」」
座 長 日下 隆 （香川大学医学部小児科学講座）
演 者 白山 真知子（認定 法人児童虐待防止協会副理事長、

法人トリプル ジャパン理事）
：： ～～ ：： 休休 憩憩

：： ～～ ：： シシンンポポジジウウムム「「ヒヒトトのの子子育育ててでで大大切切ななこことと」」
座 長 谷本 公重 （香川大学医学部看護学科）

加藤 育子 （香川大学医学部健康科学）
シンポジスト

市原 雅也 （公益社団法人 香川県歯科医師会理事）
「良い歯」のために家庭でできること～仕上げ磨きの技～

蔭山 光代 （たつの南眼科院長）
「良い視力」のために家庭でできること～目の発達と親子遊びの技～

森 喜郎 （徳島大学大学院医歯薬学研究部公衆衛生学分野助教）
「良い治療」のために家庭でできること～薬の内服／外用の技

：： ～～ ：： 活活動動報報告告「「育育ててよようう，，子子どどももののわわくくわわくく」」
座 長 枝川 千鶴子 香川県立保健医療大学）

鈴木 裕美 （香川大学医学部衛生学）
講 師 谷 昂頼、福井 瑞穂 （あしたプロジェクト代表、副代表）

香川県における性的少数者の子どもたちの現状と課題
海野 順 （三光病院院長）

オフラインキャンプで脱ネット・ゲーム依存
宮武 将大 （一般社団法人 代表理事）

不登校・ひきこもり支援～子どもと親の居場所づくり～
城之内 庸仁 一般社団法人基礎教育保障研究所理事長）

誰一人置き去りにしない教育を求めて～夜間中学校から見えてくること～

：： 閉閉会会挨挨拶拶 香川県小児保健協会副会長 尾崎貴視（おざきこどもクリニック）
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香香川川県県小小児児保保健健統統計計のの動動向向ととそそのの対対策策  

 

座座  長長    田田中中  久久美美子子（（香香川川県県健健康康福福祉祉部部子子どどもも政政策策推推進進局局子子どどもも家家庭庭課課））  

演演  者者    青青野野  美美保保  （（香香川川県県健健康康福福祉祉部部子子どどもも政政策策推推進進局局子子どどもも家家庭庭課課））  





香香川川県県健健康康福福祉祉部部子子どどもも政政策策推推進進局局
子子どどもも家家庭庭課課

令令和和７７年年２２月月９９日日（（日日））

香川県小児保健統計の動向とその対策

マタニティマーク：厚生労働省HPより

C イラスト：池原昭治

第第１１７７回回 香香川川県県小小児児保保健健協協会会研研究究会会

出出生生数数・・出出生生率率のの推推移移（（香香川川県県））
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厚生労働省「人口動態統計」

第第１１子子出出生生時時のの母母のの平平均均年年齢齢のの年年次次推推移移
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母母のの年年齢齢別別出出生生割割合合（（香香川川県県））
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厚生労働省「人口動態統計」

4400歳歳以以上上
出出生生数数

（（人人））
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出出生生割割合合
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10代代のの出出生生数数・・出出生生割割合合のの推推移移
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厚生労働省「人口動態統計」

低低出出生生体体重重児児のの年年次次推推移移（（香香川川県県））
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香香川川県県（（2200歳歳未未満満））

ＲＲ５５年年
＊＊２２００歳歳未未満満
香香川川県県 ：：2.1
全全国国 ：：3.8
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（厚生労働省「人口動態統計」）

周周産産期期死死亡亡率率のの推推移移

1155..44  

1111..11  

77..00  

55..88  55..55  55..33  55..00  44..88  44..77 44..55 44..33 44..22 44..22 44..11 44 33..77 33..77 33..77 33..66 33..55 33..33 33..44 33..22 33..44 33..33 33..33

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

6600 HH２２ 77 1122 1144 1155 1166 1177 1188 1199 2200 2211 2222 2233 2244 2255 2266 2277 2288 2299 3300 RR11 22 33 44 55

死亡率

（（年年））

早期新生児死亡率 妊娠22週以後の死産率 周産期死亡率(全国）

周産期死亡率（R5）
全国 3.3
香川県 ３.３
・早期新生児死亡率 0.9
・妊娠22週以後の死産率 2.4

全国の周産期死亡率

乳乳児児死死亡亡率率のの推推移移

（厚生労働省「人口動態統計」）

1100..00  

77..55  

55..55  

44..33  

33..66  

33..00  
22..66  

22..11  22..11  11..99  22..00  11..99  11..99  11..99  11..88  

11..77  

11..88  11..88  

1133..88  

66..88  

44..44  

33..55  

22..66  22..66  22..66  22..44  

11..55  11..44  
11..11  

22..44  

11..77  
11..22  

11..55  

11..88  

11..22  

22..11  

00

22

44

66

88

1100

1122

1144

SS5500 SS5555 SS6600 HH55 HH1100 HH1155 HH2200 HH2255 HH2266 HH2277 HH2288 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55軸ラベル

全国 香川県

香香川川県県

全全国国

乳児死亡率（R5）
全国 1.8
香川県 2.1(全国 29位）
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感染症及
び寄生虫
症

新生物

血液及び
造血器の
疾患並び
に免疫機
構の障害

内分泌、
栄養及び
代謝疾患

精神及び
行動の障
害

神経系の
疾患

循環器系
の疾患

呼吸器系
の疾患

消化器系
の疾患

周産期に
発生した
病態

先天奇
形、変形
及び染色
体異常

症状、徴
候及び異
常臨床所
見、異常
検査所見
で他に分
類されな
いもの

傷病及び
死亡の外
因

H28 1 0 0 0 0 0 0 3 0 2 2 0 3
H29 0 1 0 0 0 1 0 6 1 4 4 1 7
H30 2 0 0 0 0 0 0 1 1 2 8 1 9
R1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 2
R2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 5 0 4
R3 0 1 0 0 0 2 2 0 0 4 5 0 2
R4 0 0 0 1 0 0 1 0 0 4 3 0 1
R5 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 6 0 2

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

（人） H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

香香川川県県 年年齢齢階階級級別別・・死死因因別別 死死亡亡数数（（0～～４４歳歳））

疾疾病病名名 悪悪 性性
新新生生物物

慢慢 性性
腎腎疾疾患患

慢慢性性呼呼吸吸器器
疾疾患患

慢慢 性性
心心疾疾患患

内内分分泌泌
疾疾 患患

膠膠原原病病 糖糖尿尿病病
先先天天性性
代代謝謝異異常常

平平成成3300年年度度 １１１１２２ ６６４４ １１２２ ６６６６ ２２８８５５ ２２８８ ５５１１ ３３４４

令令和和元元年年度度 １１２２００ ５５１１ １１２２ ７７２２ ２２７７３３ ２２４４ ５５５５ ３３４４

令令和和２２年年度度 １１２２９９ ５５８８ １１３３ ７７７７ ２２９９６６ ２２６６ ６６１１ ３３４４

令令和和３３年年度度 １１２２１１ ４４７７ １１４４ ７７７７ ２２４４５５ ２２９９ ６６３３ ３３２２

令令和和４４年年度度 １１２２２２ ４４３３ １１６６ ７７２２ １１９９５５ ３３００ ６６６６ ２２７７

令令和和５５年年度度 １１２２００ ４４２２ １１６６ ７７１１ １１６６３３ ３３００ ６６２２ ２２４４

血血液液疾疾患患 免免疫疫疾疾患患 神神経経・・
筋筋疾疾患患

慢慢性性消消化化
器器疾疾患患

染染色色体体又又はは遺遺伝伝
子子にに変変化化をを伴伴うう

症症候候群群

皮皮膚膚疾疾患患 骨骨格格系系統統
疾疾患患

脈脈管管系系
疾疾患患 計計

１１３３ ７７ ７７９９ ６６３３ ９９ ３３ １１３３ ２２ ８８４４１１

１１６６ ５５ ７７７７ ６６４４ ９９ ３３ １１１１ １１ ８８２２７７

１１７７ ５５ ８８２２ ６６９９ ９９ ４４ １１２２ １１ ８８９９３３

１１９９ ６６ ８８５５ ６６５５ ９９ ３３ ９９ １１ ８８２２５５

１１６６ ５５ ８８２２ ６６５５ １１００ ３３ ８８ ２２ ７７６６２２

１１５５ ５５ ７７６６ ６６１１ １１２２ ５５ ６６ ２２ ７７１１００

小小児児慢慢性性特特定定疾疾病病医医療療費費受受給給状状況況（（香香川川県県））
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89.9

96.3
97

95.7

80

85

90

95

100

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

（％）

1.6歳児 香川県 1.6歳児 全国

3歳児 香川県 3歳児 全国

（年度）

厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」

1歳歳6かか月月児児・・３３歳歳児児健健康康診診査査のの受受診診率率

年年度度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

44月月11日日現現在在 0 0 0 129 324 227 108 182 64 29 19 12 ３

県
(高松市除く)

0 0 0 0 ３ 3 46 105 5 0 0 0 ０

高松市 0 0 0 129 321 224 62 77 59 29 19 12 ３

1100月月11日日現現在在 30 16 34 407 519 377 314 313 220 166 173 163 ー

県
(高松市除く)

11 7 0 14 14 101 123 118 131 59 75 57 ー

高松市 19 9 34 393 505 276 191 195 89 107 98 106 ー

保保育育所所等等利利用用待待機機児児童童数数
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317 400 420 468 489 569 588 505 493 551 727 760 959 1,181 1,375 1,228 1,264 1,037 1,152 1,271

33,408 

34,472 

37,323 

40,639 

42,664 

44,211 

56,384 

59919

66701

76,735 

88,931 

103,286 

122,578 

133,778

159,850 
193,780 

205,044 

207,659 
214,843 

100

1000

10000

100000

1000000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

香川県 全国

年年度度 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

香香川川県県 449933 555511 772277 776600 995599 11,,118811 11,,337755 11,,222288 11,,226644 11,,003377 11,,115522 11,,227711

全国 66,701 76,735 88,931 103,286 122,578 133,778 159,850 193,780 205,044 207,659 214,843 ー

香川県子ども女性相談センター提供
厚生労働省全国児童福祉主管課長等会議資料

児児童童相相談談所所のの児児童童虐虐待待対対応応件件数数

18
59 87 89 88 97 127 142 169 177 208 183

239
203 176 207 214 223 219 242

298
355 354 323

229
295 311

12

48 41 49
68

82
111

131
152

163
167

188 230

180 114 121 127 125
139
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212 191
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164
190

9 7 4
6

7
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12
4

6
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9 14

7
13 4 8 7

15

14

19
14

18

14

11
15

10

12 22 24
18 43

58

88
87

91 127

133 141

142
159

212

369 409

563

677

789

669 725

668

682

755

0

50

100
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200

250
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350
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500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

1100

1150

1200

1250

1300

1350

1400

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

件

心理的虐待

性的虐待

ネグレクト

身体的虐待

81

156 159 165
189

259
317

400 420

468
894 505

569
588

493

551

772

1181

1375

1228

児児童童相相談談所所のの児児童童虐虐待待対対応応件件数数（（香香川川県県））

959

760

1,264

1,152

1,037

11,,227711
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虐虐待待のの種種類類別別のの割割合合

香香川川県県
令令和和５５年年度度
通通告告件件数数

１,２７１件

児児童童虐虐待待のの現現状状（（香香川川県県））

性性的的
15件件
（（1.1%））

心心理理的的

755件件
（（59.4%））

身身体体的的

311件件
（（24.5%））

ネネググレレククトト
190件件
（（14.9％％））

香川県子ども女性相談センター提供

香川県子ども女性相談センター提供

主主たたるる虐虐待待者者別別年年次次推推移移

60
84 79

122 104
130 122 124

155
170

292

348

446

558

619
583

518 441
502

578

136
225

272
307

288
317

380 408

316

266
296

341

306

365

462

590

509

584

450
470

511

10

36
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600

700

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

実父 養・継父 実母 養・継母 その他

実父

実母
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重点政策：「子育て県かがわ」をつくる
＜目標＞ 若い世代が定住し、結婚の希望をかなえ、誰もが夢と仲間を持って、

次代を担う子どもたちを安心して生み、健やかに育てることができる、
そんな「子育て県かがわ」を社会全体が一体となってつくる。

＜取組みの３つの柱＞

１．経済的負担の軽減
２．子育て拠点の充実
３．みんなで子育て
（第２期香川県健やか子ども支援計画）

香川県総合計画【基本方針】
・デジタル田園都市１００計画（活力に満ち挑戦できる香川をつくる）
・にぎわい１００計画（多くの人が行き交い訪れたくなる香川をつくる）
・県民１００万人計画（安全・安心で住みたくなる香川をつくる）

１．経済的負担の軽減

①出生率低下の原因として、子育ての
ための経済的負担が大きいことを挙げ
る声が多くなっている。

②子育てや教育に伴う経済的負担が、
理想の人数の子どもを持たない理由と
なっている。

③不妊や不育症に関する相談が多く寄
せられており、悩みを抱える方への経
済的支援が求められている。

【現状と課題】

①①子子どどもも医医療療費費助助成成

・市町に対する補助（小学校３年まで所得制限なし）

【取組み】※一部

②②第第３３子子以以降降学学校校給給食食費費無無償償化化

・市町等が行う取組みに対する補助

③③不不妊妊治治療療費費助助成成事事業業

・保険適用後の不妊治療費の軽減に取り組む市町を支援

④④産産後後ケケアア交交通通費費補補助助事事業業・・利利用用料料補補助助事事業業

・産後ケア利用時の自己負担の軽減に取り組む市町を支援

市町と協調し、
県内すべての市町で

高校卒業までの無償化を実現
（所得制限なし）

県内すべての市町で実施

⑤⑤出出産産・・子子育育てて応応援援交交付付金金事事業業

・妊娠届・出生届の提出後に面談・申請すると各５万円相当の

出産育児関連用品等を支給する事業に対する補助

全国で３番目に達成！

13



２．子育て拠点の充実

①核家族化の進行や地域のつながりの希
薄化などにより、気軽に相談できる相手
がいないなど、保護者が子育てに対する
不安や悩み、孤立感を感じている。

②保育士等の人材確保が困難で、保育所
等の待機児童の発生の要因となっている。

③子どもたちの健康を増進し、情操が豊
かになるよう、安心して集い遊べる場の
確保が必要。

【現状と課題】

①①かかががわわ子子育育ててスステテーーシショョンン事事業業

・子育て家庭や妊産婦が気軽に立ち寄り、

相談や情報提供、子育て家庭同士の交流が

できる施設を登録

【取組み】※一部

②②保保育育のの充充実実

・保育の承け皿の拡大、一時預かりの拡大、保護者・保育者

負担軽減のための紙おむつ処分支援、保育士の人材確保

③③多多胎胎妊妊産産婦婦等等支支援援

・家事・育児サポーター養成・派遣

・多胎妊産婦等の交流会

④④ささぬぬききここどどもものの国国 西西ウウイインンググエエリリアアののリリニニュューーアアルル

・Ｒ６ 木製アスレチックゾーン

２２２か所を登録！

香川県（Ｒ5）
複産の分娩：５5件

３．みんなで子育て

①晩婚化・晩産化の進行、未婚率の上昇
が、出生数の減少に影響を与えている。

②育児休業取得率は、女性は９割を超え
ているものの、男性は依然として低い。

③家事・育児に夫が長時間参加している
夫婦の方が第２子以降が出生する割合が
高い。

④働きながら子育てしやすい環境の整備
や、仕事と家庭生活の両立支援を一層推
進する必要がある。

⑤結婚、妊娠・出産、子育て、仕事を含
めた将来のライフデザインを希望どおり
描けるには、知識や情報を適切な時期に
得る必要がある。

【現状と課題】

①①かかががわわ縁縁結結びび支支援援セセンンタターー事事業業

・結婚を希望する男女の出会い・結婚をサポート

【取組み】※一部

②②二二人人のの未未来来応応援援パパススポポーートト

・婚姻届等を提出した新婚夫婦等が、協賛店で割引きなどの

サービスを受けられるパスポートを配付

③③男男性性のの家家事事・・育育児児参参画画のの推推進進

・男性の育休取得に向けたシンポジウムの開催や、家事育児

実践講座の開催など

④④次次代代をを担担うう若若者者ののラライイフフデデザザイインン講講座座

・若い世代が希望する結婚、妊娠・出産を実現できるよ

う、ライフデザインの重要性や妊孕力等の正しい知識を

学ぶ出前講座を実施

平成２８年１０月の運営から

ご成婚２００組を突破！
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特特別別講講演演  

  

地地域域でで取取りり組組むむ親親子子関関係係のの築築きき    
～～親親子子関関係係形形成成支支援援事事業業ににおおけけるる子子育育ててププロロググララムム：：  

トトリリププルル PP ががででききるるこことと～～  

 

座座  長長    日日下下  隆隆      （（香香川川大大学学医医学学部部小小児児科科学学講講座座））  

演演  者者    白白山山  真真知知子子（（認認定定 NNPPOO 法法人人児児童童虐虐待待防防止止協協会会副副理理事事長長、、  

                                            NNPPOO 法法人人トトリリププルル PP ジジャャパパンン理理事事））  



1

トリプル Ｐに学ぶ前向き子育てプログラム

TripleP(Positive Parenting Progra)

NPO法人 トリプルＰジャパン 理事

認定ＮＰＯ法人 児童虐待防止協会 副理事長

フラハ大阪心理発達レジリエンス研究所

元金沢学院大学助教

臨床心理士 白白山山 真真知知子子

ヒトの子育てで大切なこと

2025.2 香川県小児保健協会研究会特別講演 縮小する家族

都市化・核家族化が進む中での問題点

 夫婦だけの子育て ー ワンオペ育児

 地域の養育力の低下

 子育ての伝承がなくなる

 多様な価値観

 スマホに頼る子育て

 働いていない親の方が、

育児に自信がなかったという傾向がみられる。
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2005年摂津市
トリプルＰの導入のきっかけ

 学学級級崩崩壊壊ななどどのの火火種種ににななるる子子のの親親のの中中にに、、暴暴力力でで躾躾てていい
るる親親がが多多くく居居てて、、暴暴力力にによよららなないい子子育育ててををどどうう身身にに付付けけてて
ももららううののかか途途方方ににくくれれるる思思いいががあありりままししたた。。

 地地域域子子育育てて支支援援セセンンタターーやや家家庭庭児児童童相相談談室室のの日日々々のの相相
談談活活動動のの中中でで、、「「育育児児不不安安」」やや「「子子育育てて困困難難」」『『言言ううここととをを
聞聞かかなないいののでで、、どどううししててもも叩叩いいててししままうう』』とと不不安安そそううにに訴訴ええ
るる人人もも多多くく見見らられれまますす。。

トリプルＰの利点

 ししかかしし、、ここのの中中ににはは親親のの深深いい心心理理的的問問題題ががああるるとといいううよよ
りり、、子子育育ててのの方方法法がが伝伝承承さされれててななくく、、子子育育ててススキキルルをを身身
にに付付けけらられれるるだだけけでで多多くくののここととがが解解消消さされれるるとと思思ええるるケケ
ーーススもも少少ななくくあありりまませせんんででししたた。。

 ここのの様様なな中中、、母母親親がが自自分分にに合合っったた子子育育ててススキキルルをを着着実実
にに身身にに着着けけ、、前前向向ききににななれれるるペペアアレレンンテティィンンググ・・ププロロググララ
ムムととししててトトリリププルルPにに出出会会いい「「ここれれだだ！！」」とと思思いい、、ここののププロロ
ググララムムをを導導入入しし、、実実施施ししててききままししたた。。

 トトリリププルルＰＰはは虐虐待待とと認認識識ししなないい親親ににもも、、勧勧めめややすすいい

利利点点ががあありりまますす。。
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るる親親がが多多くく居居てて、、暴暴力力にによよららなないい子子育育ててををどどうう身身にに付付けけてて
ももららううののかか途途方方ににくくれれるる思思いいががあありりままししたた。。

 地地域域子子育育てて支支援援セセンンタターーやや家家庭庭児児童童相相談談室室のの日日々々のの相相
談談活活動動のの中中でで、、「「育育児児不不安安」」やや「「子子育育てて困困難難」」『『言言ううここととをを
聞聞かかなないいののでで、、どどううししててもも叩叩いいててししままうう』』とと不不安安そそううにに訴訴ええ
るる人人もも多多くく見見らられれまますす。。

トリプルＰの利点

 ししかかしし、、ここのの中中ににはは親親のの深深いい心心理理的的問問題題ががああるるとといいううよよ
りり、、子子育育ててのの方方法法がが伝伝承承さされれててななくく、、子子育育ててススキキルルをを身身
にに付付けけらられれるるだだけけでで多多くくののここととがが解解消消さされれるるとと思思ええるるケケ
ーーススもも少少ななくくあありりまませせんんででししたた。。

 ここのの様様なな中中、、母母親親がが自自分分にに合合っったた子子育育ててススキキルルをを着着実実
にに身身にに着着けけ、、前前向向ききににななれれるるペペアアレレンンテティィンンググ・・ププロロググララ
ムムととししててトトリリププルルPにに出出会会いい「「ここれれだだ！！」」とと思思いい、、ここののププロロ
ググララムムをを導導入入しし、、実実施施ししててききままししたた。。

 トトリリププルルＰＰはは虐虐待待とと認認識識ししなないい親親ににもも、、勧勧めめややすすいい

利利点点ががあありりまますす。。
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マット サンダース
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ムムととししててトトリリププルルPにに出出会会いい「「ここれれだだ！！」」とと思思いい、、ここののププロロ
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3

Triple P とは・・・
 「Positive Parenting Program」 の頭文字
から命名。日本では、 「前向き子育てプログラム」

 開発者 マシュー・サンダース教授 ほか

Matthew R Sanders, Ph.D

 導入が進んでいる国
Australia、United Kingdom、USA、Canada、Singapore、New Zealand、
Hong Kong、Netherlands、Iran、Germanyなど

Triple P <Positive Parenting Program>
(前前向向きき子子育育ててププロロググララムム））ととはは・・・・・・

2歳～12歳の子どもを持つ親のためのプログラム

子どもがのびのびと育つための
温かな家庭環境作り

家庭・学校・地域社会における
問題の予防

• 親は応用性の高い理念を身に
付けられる。

• 子育てのほとんどの局面で、前
向きに取り組めるようになる。

親が子育てスキル
を学ぶ。

目目的的

親 に 対 して ⇒ 子子育育ててのの知知識識、、技技能能、、自自信信のの向向上上

子育ての環境 ⇒ 安安全全でで、、活活動動的的、、暴暴力力やや争争いいのの少少なないい環環境境をを創創るる

子どもに対して ⇒ 社社会会性性、、情情緒緒、、ここととばば、、知知能能、、行行動動のの力力をを伸伸ばばすす

Triple P <Positive Parenting Program>
(前前向向きき子子育育ててププロロググララムム））ととはは・・・・・・ エエリリククソソンンのの発発達達論論

学学ぶぶよよろろここびび

有有 能能 感感

自自発発性性・・積積極極性性

良良 心心

自自 律律 心心

基基本本的的信信頼頼感感

自自我我
同同一一性性
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りり、、子子育育ててのの方方法法がが伝伝承承さされれててななくく、、子子育育ててススキキルルをを身身
にに付付けけらられれるるだだけけでで多多くくののここととがが解解消消さされれるるとと思思ええるるケケ
ーーススもも少少ななくくあありりまませせんんででししたた。。

 ここのの様様なな中中、、母母親親がが自自分分にに合合っったた子子育育ててススキキルルをを着着実実
にに身身にに着着けけ、、前前向向ききににななれれるるペペアアレレンンテティィンンググ・・ププロロググララ
ムムととししててトトリリププルルPにに出出会会いい「「ここれれだだ！！」」とと思思いい、、ここののププロロ
ググララムムをを導導入入しし、、実実施施ししててききままししたた。。
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Matthew R Sanders, Ph.D

 導入が進んでいる国
Australia、United Kingdom、USA、Canada、Singapore、New Zealand、
Hong Kong、Netherlands、Iran、Germanyなど

Triple P <Positive Parenting Program>
(前前向向きき子子育育ててププロロググララムム））ととはは・・・・・・

2歳～12歳の子どもを持つ親のためのプログラム

子どもがのびのびと育つための
温かな家庭環境作り

家庭・学校・地域社会における
問題の予防

• 親は応用性の高い理念を身に
付けられる。

• 子育てのほとんどの局面で、前
向きに取り組めるようになる。

親が子育てスキル
を学ぶ。

目目的的

親 に 対 して ⇒ 子子育育ててのの知知識識、、技技能能、、自自信信のの向向上上

子育ての環境 ⇒ 安安全全でで、、活活動動的的、、暴暴力力やや争争いいのの少少なないい環環境境をを創創るる

子どもに対して ⇒ 社社会会性性、、情情緒緒、、ここととばば、、知知能能、、行行動動のの力力をを伸伸ばばすす

Triple P <Positive Parenting Program>
(前前向向きき子子育育ててププロロググララムム））ととはは・・・・・・ エエリリククソソンンのの発発達達論論
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4

→子どもの生きる力を育む

認認知知能能力力：：ＩＩＱＱ等等計計れれるる力力 非非認認知知能能力力：：計計れれなないい能能力力

学学力力

認認知知能能力力
ややりり抜抜くく力力

自制心

社社交交性性

意意欲欲

協調性

思思いいやや
りり

勤勤勉勉性性

自自尊尊
心心

非非認認知知能能力力

積積極極性性

参照：香川大学 鈴木裕美

ジジェェイイムムズズ・・ＪＪ・・ヘヘッッククママンン博博士士
 ノノーーベベルル経経済済学学賞賞受受賞賞者者(2000年年））：： ペペリリーー就就学学前前ププロロジジェェククトト

子子どどもものの““遊遊びびのの重重要要性性””ががよよくくわわかかるる！！長長期期的的にに行行わわれれたたアアメメリリカカででのの調調査査

 経済的に余裕がなく幼児教育を受けることが出来ない貧困世帯の３～４歳の
こども達
 １２３人－半数３回/W、１日３時間のプレスクールに
 ２年間通う。さらに１回/W、先生による家庭訪問
 ４０歳の時に明らかな差


＊＊認認知知的的なな
能能力力をを伸伸ばばしし
たたかかららででななくく
非非認認知知能能力力をを
身身にに付付けけたた
ここととがが大大ききいい
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5

5段段階階のの介介入入レレベベルル Level 3 プライマリケア トリプルP
 焦点を絞った子育てトレーニン
グ（介入）

4セッション(約20分のコンサルテーシ
ョン）計80分の短期プログラム。必要
に応じてリハーサルや自己評価を用
い、子どもの具体的な問題行動に対
処する方法を教える。

 （対象）子どもの行動と発達に関する特
定の悩み心配を持ち、相談とスキルトレ
ーニングを要する保護者

 （教材）フリップチャート、チップシート（子
どもの発達段階に応じたヒント集）

レレベベルル４４(ググルルーーププTriple P)

第五回

実践して
いく(1)

第六回

実践して
いく(2)

第七回

実践して
いく(3)

第八回

プログラム
の修了と

振り返り

第一回

前向きな子
育てとは？

第二回

子どもの発
達を促す
10の技術

第三回

問題行動
を取り扱う
7の技術

第四回

計画を
立てて
行う

前向き子育て講座グループワーク

前向き子育ての原則、
効果的な子育てスキル習得のための
ディスカッション・ロールプレイを行う。

(第１～４週目）

電話セッション

子育てスキルの実施
状況の確認や改善
（第５～７週目）

プログラム
のまとめ
修了

（第8週目）

 （例）「前向き子育て講座」の実施例 （ステッピングストーンズは全9回）
日時： 毎週土曜 10時～12時 （ただし、５週～７週は電話セッション）＞
定員： １２名（託児可能） 参加費：２８００円＋税（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られ
た講座。前向きな子育てスキルの集中トレーニング
を望む親や、中には深刻な問題行動の子どもをもつ
親も参加。

明確な課題
順序性
電話セッション

「障害をもつ子どもの家庭のための
前向き子育て講座

(グループ・ステッピングストーンズトリプルP)」

第6回
実践して
いく(1)

第7回
実践して
いく(2)

第8回
実践して
いく(3)

第9回
プログラム
の修了と

振り返り

前向き子育て講座グループワーク

前向き子育ての考え方、行動記録
のための講義、スキル習得のための
ロールプレイを行う。(第１～５週目）

電話セッション

子育てスキルの実施
状況の確認や改善
（第６～７週目）

プログラム
のまとめ
修了

（第９週目）

第1回
前向きな
子育てと
は？

第2回
子ども
の発達
を促す

第3回
新しい技
術や行動
を教える

第4回
問題行
動の取
り扱い方

第5回
事前に計
画を立て
る

 （例）「障害のあるお子様を持つご家庭のための前向き子育て講座」の実施例
日時： 10月～11月 毎週土曜 9時半～12時 （ただし、6週～8週は電話セッション）＞
定員： 12名（託児可能） 参加費：3,675円（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られた講座。前向きな
子育てスキルの集中トレーニングを望む親や深刻な問題行動の子ども
をもつ親を対象とします。

5

5段段階階のの介介入入レレベベルル Level 3 プライマリケア トリプルP
 焦点を絞った子育てトレーニン
グ（介入）

4セッション(約20分のコンサルテーシ
ョン）計80分の短期プログラム。必要
に応じてリハーサルや自己評価を用
い、子どもの具体的な問題行動に対
処する方法を教える。

 （対象）子どもの行動と発達に関する特
定の悩み心配を持ち、相談とスキルトレ
ーニングを要する保護者

 （教材）フリップチャート、チップシート（子
どもの発達段階に応じたヒント集）

レレベベルル４４(ググルルーーププTriple P)

第五回

実践して
いく(1)

第六回

実践して
いく(2)

第七回

実践して
いく(3)

第八回

プログラム
の修了と

振り返り

第一回

前向きな子
育てとは？

第二回

子どもの発
達を促す
10の技術

第三回

問題行動
を取り扱う
7の技術

第四回

計画を
立てて
行う

前向き子育て講座グループワーク

前向き子育ての原則、
効果的な子育てスキル習得のための
ディスカッション・ロールプレイを行う。

(第１～４週目）

電話セッション

子育てスキルの実施
状況の確認や改善
（第５～７週目）

プログラム
のまとめ
修了

（第8週目）

 （例）「前向き子育て講座」の実施例 （ステッピングストーンズは全9回）
日時： 毎週土曜 10時～12時 （ただし、５週～７週は電話セッション）＞
定員： １２名（託児可能） 参加費：２８００円＋税（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られ
た講座。前向きな子育てスキルの集中トレーニング
を望む親や、中には深刻な問題行動の子どもをもつ
親も参加。

明確な課題
順序性
電話セッション

「障害をもつ子どもの家庭のための
前向き子育て講座

(グループ・ステッピングストーンズトリプルP)」

第6回
実践して
いく(1)

第7回
実践して
いく(2)

第8回
実践して
いく(3)

第9回
プログラム
の修了と

振り返り

前向き子育て講座グループワーク

前向き子育ての考え方、行動記録
のための講義、スキル習得のための
ロールプレイを行う。(第１～５週目）

電話セッション

子育てスキルの実施
状況の確認や改善
（第６～７週目）

プログラム
のまとめ
修了

（第９週目）

第1回
前向きな
子育てと
は？

第2回
子ども
の発達
を促す

第3回
新しい技
術や行動
を教える

第4回
問題行
動の取
り扱い方

第5回
事前に計
画を立て
る

 （例）「障害のあるお子様を持つご家庭のための前向き子育て講座」の実施例
日時： 10月～11月 毎週土曜 9時半～12時 （ただし、6週～8週は電話セッション）＞
定員： 12名（託児可能） 参加費：3,675円（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られた講座。前向きな
子育てスキルの集中トレーニングを望む親や深刻な問題行動の子ども
をもつ親を対象とします。
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→子どもの生きる力を育む
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 ノノーーベベルル経経済済学学賞賞受受賞賞者者(2000年年））：： ペペリリーー就就学学前前ププロロジジェェククトト

子子どどもものの““遊遊びびのの重重要要性性””ががよよくくわわかかるる！！長長期期的的にに行行わわれれたたアアメメリリカカででのの調調査査

 経済的に余裕がなく幼児教育を受けることが出来ない貧困世帯の３～４歳の
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
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能能力力をを伸伸ばばしし
たたかかららででななくく
非非認認知知能能力力をを
身身にに付付けけたた
ここととがが大大ききいい
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5段段階階のの介介入入レレベベルル Level 3 プライマリケア トリプルP
 焦点を絞った子育てトレーニン
グ（介入）

4セッション(約20分のコンサルテーシ
ョン）計80分の短期プログラム。必要
に応じてリハーサルや自己評価を用
い、子どもの具体的な問題行動に対
処する方法を教える。

 （対象）子どもの行動と発達に関する特
定の悩み心配を持ち、相談とスキルトレ
ーニングを要する保護者

 （教材）フリップチャート、チップシート（子
どもの発達段階に応じたヒント集）

レレベベルル４４(ググルルーーププTriple P)
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実践して
いく(2)
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第八回

プログラム
の修了と

振り返り

第一回

前向きな子
育てとは？

第二回

子どもの発
達を促す
10の技術

第三回

問題行動
を取り扱う
7の技術

第四回

計画を
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行う

前向き子育て講座グループワーク

前向き子育ての原則、
効果的な子育てスキル習得のための
ディスカッション・ロールプレイを行う。

(第１～４週目）

電話セッション

子育てスキルの実施
状況の確認や改善
（第５～７週目）

プログラム
のまとめ
修了

（第8週目）

 （例）「前向き子育て講座」の実施例 （ステッピングストーンズは全9回）
日時： 毎週土曜 10時～12時 （ただし、５週～７週は電話セッション）＞
定員： １２名（託児可能） 参加費：２８００円＋税（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られ
た講座。前向きな子育てスキルの集中トレーニング
を望む親や、中には深刻な問題行動の子どもをもつ
親も参加。

明確な課題
順序性
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動の取
り扱い方
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る

 （例）「障害のあるお子様を持つご家庭のための前向き子育て講座」の実施例
日時： 10月～11月 毎週土曜 9時半～12時 （ただし、6週～8週は電話セッション）＞
定員： 12名（託児可能） 参加費：3,675円（テキスト代として）
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る

 （例）「障害のあるお子様を持つご家庭のための前向き子育て講座」の実施例
日時： 10月～11月 毎週土曜 9時半～12時 （ただし、6週～8週は電話セッション）＞
定員： 12名（託児可能） 参加費：3,675円（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られた講座。前向きな
子育てスキルの集中トレーニングを望む親や深刻な問題行動の子ども
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6

講座の形態

 2歳～12歳までの子を持つ10人前後の親
 ２名のファシリテーター

 コーヒーなどのお茶とお菓子を楽しみながら

 テキストとＤＶＤによる学習とグループでの話し合い
やロールプレイで「子育てスキル」を獲得

 自分に適したものを選んで実行

 最後に参加者同士メールや電話番号の交換

 認知行動療法が基盤にあるプログラム

遺遺伝伝的的・・身身体体的的要要素素

• 社交性
• 情緒性
• 活動レベル

家家庭庭環環境境

□ 問題行動に対して間違って与える
ほうび

□ エスカレートの罠

□ 好ましい行動の無視

□ 他人の行動をまねる

□ 指示の出し方

□ 家庭での習慣

子どもの問題行動の要因

外外のの社社会会のの影影響響

• 同年代の子どもや友達

• 学校

• メディアとテクノロジー

□ 感情的なメッセージ

□ 効果的でない罰し方

□ 親の信念・期待感

□ 親同士の関係

□ 親の感情

□ ストレス

子どもの難しい行動が起こる原因わけ

（加藤則子・柳川敏彦 トリプルP 前向き子育て17の技術 診断と治療社 より）

間違って
与える
ほうび

行動日記
行動日記
起こったこと いつ、どこで 直前の出来事 直後の出来事 コメント

床に寝そべって泣いた 午前7時30分居間 服を着るように言った TVを少し長く見せた

床を蹴ってわめいた 午前8時居間 TVを止め、服を着る
ように言った

部屋まで抱えて行き服
を着るのを助けた

家を出るのが遅くなっ
た

腹が立った

叫んび怒鳴って足を踏み
鳴らした

午前10時30分
スーパー

新しいおもちゃを買わ
ないと言った

根負けして買った 当惑 何でもいいから
静かにさせたかった

わめいてこぶしで床をた

たいた
午後12時30分
居間

昼食前におもちゃを片
付けるように言った

部屋に行かせて私が片
付けた

部屋で35分わめいてい
た

ころがって大声で泣いた 午後6時家の外 ゲームをやめ夕食に来
るように言った

たたいて部屋に行か

た食事なし

罪悪感 あとでTVと
アイスクリーム

問題行動（かんしゃく） 日:金曜日
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ョン）計80分の短期プログラム。必要
に応じてリハーサルや自己評価を用
い、子どもの具体的な問題行動に対
処する方法を教える。

 （対象）子どもの行動と発達に関する特
定の悩み心配を持ち、相談とスキルトレ
ーニングを要する保護者

 （教材）フリップチャート、チップシート（子
どもの発達段階に応じたヒント集）

レレベベルル４４(ググルルーーププTriple P)
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第七回
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いく(3)
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プログラム
の修了と
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前向きな子
育てとは？

第二回

子どもの発
達を促す
10の技術

第三回

問題行動
を取り扱う
7の技術

第四回

計画を
立てて
行う

前向き子育て講座グループワーク

前向き子育ての原則、
効果的な子育てスキル習得のための
ディスカッション・ロールプレイを行う。

(第１～４週目）

電話セッション

子育てスキルの実施
状況の確認や改善
（第５～７週目）

プログラム
のまとめ
修了

（第8週目）

 （例）「前向き子育て講座」の実施例 （ステッピングストーンズは全9回）
日時： 毎週土曜 10時～12時 （ただし、５週～７週は電話セッション）＞
定員： １２名（託児可能） 参加費：２８００円＋税（テキスト代として）

 子育てスキルを幅広くトレーニングするために作られ
た講座。前向きな子育てスキルの集中トレーニング
を望む親や、中には深刻な問題行動の子どもをもつ
親も参加。
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 コーヒーなどのお茶とお菓子を楽しみながら

 テキストとＤＶＤによる学習とグループでの話し合い
やロールプレイで「子育てスキル」を獲得

 自分に適したものを選んで実行

 最後に参加者同士メールや電話番号の交換

 認知行動療法が基盤にあるプログラム

遺遺伝伝的的・・身身体体的的要要素素

• 社交性
• 情緒性
• 活動レベル

家家庭庭環環境境

□ 問題行動に対して間違って与える
ほうび

□ エスカレートの罠

□ 好ましい行動の無視

□ 他人の行動をまねる

□ 指示の出し方

□ 家庭での習慣

子どもの問題行動の要因

外外のの社社会会のの影影響響

• 同年代の子どもや友達

• 学校

• メディアとテクノロジー

□ 感情的なメッセージ

□ 効果的でない罰し方

□ 親の信念・期待感

□ 親同士の関係

□ 親の感情

□ ストレス

子どもの難しい行動が起こる原因わけ

（加藤則子・柳川敏彦 トリプルP 前向き子育て17の技術 診断と治療社 より）

間違って
与える
ほうび

行動日記
行動日記
起こったこと いつ、どこで 直前の出来事 直後の出来事 コメント

床に寝そべって泣いた 午前7時30分居間 服を着るように言った TVを少し長く見せた

床を蹴ってわめいた 午前8時居間 TVを止め、服を着る
ように言った

部屋まで抱えて行き服
を着るのを助けた

家を出るのが遅くなっ
た

腹が立った

叫んび怒鳴って足を踏み
鳴らした

午前10時30分
スーパー

新しいおもちゃを買わ
ないと言った

根負けして買った 当惑 何でもいいから
静かにさせたかった

わめいてこぶしで床をた

たいた
午後12時30分
居間

昼食前におもちゃを片
付けるように言った

部屋に行かせて私が片
付けた

部屋で35分わめいてい
た

ころがって大声で泣いた 午後6時家の外 ゲームをやめ夕食に来
るように言った

たたいて部屋に行か

た食事なし

罪悪感 あとでTVと
アイスクリーム
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Triple P で 親が身につける技術 １

 子子どどももととのの建建設設的的なな関関係係をを作作るる（（3ススキキルル））
１）子どもとの良質な時間を作る

２）子どもと話す
３）愛情を表現する

 好好ままししいい行行動動をを育育ててるる（（3ススキキルル））
４）子どもを褒める

・・・
 新新ししいい技技術術をを教教ええるる（（4ススキキルル））

７）良い手本を示す
・・・・・・

１０）行動チャートをつける

子子どどもものの発発達達をを促促すす １１００のの技技術術

スキルに名前が付
いている！

生まれる
物語！

Triple P で 親が身につける技術 ２
子どもの問題行動に対応する ７の技術

 わわかかりりややすすいい基基本本ルルーールルをを作作るる

 決決ままりりをを破破っったた時時のの会会話話にによよるる指指導導

 計計画画的的なな無無視視

 ははっっききりりししたた穏穏ややかかなな指指示示

 ・・・

 タタイイムムアアウウトト

ワーク ルール作り

 なるべく肯定的な言葉で、ルールに書き換えましょう。

おもちゃを投げない

ひとを叩かない

食事中はうろうろし
ない

大きな声を出さない

ワーク 描写的にほめる

 下記の状況の時に、どのように描写的に褒めるか考えて
みましょう。

① コップを取ってきてくれた

②自分で食べている

③ きょうだい喧嘩せずに仲良く遊んでいた

④宿題をした

⑤ あと片づけをした

何が・どう・良いのかを伝えましょう！
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③ きょうだい喧嘩せずに仲良く遊んでいた

④宿題をした

⑤あと片づけをした

何が・どう・良いのかを伝えましょう！
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 好好ままししいい行行動動をを育育ててるる（（3ススキキルル））
４）子どもを褒める

・・・
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・・・・・・

１０）行動チャートをつける

子子どどもものの発発達達をを促促すす １１００のの技技術術

スキルに名前が付
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 決決ままりりをを破破っったた時時のの会会話話にによよるる指指導導

 計計画画的的なな無無視視

 ははっっききりりししたた穏穏ややかかなな指指示示

 ・・・

 タタイイムムアアウウトト

ワーク ルール作り

 なるべく肯定的な言葉で、ルールに書き換えましょう。

おもちゃを投げない

ひとを叩かない

食事中はうろうろし
ない

大きな声を出さない

ワーク 描写的にほめる

 下記の状況の時に、どのように描写的に褒めるか考えて
みましょう。

① コップを取ってきてくれた

②自分で食べている

③ きょうだい喧嘩せずに仲良く遊んでいた

④宿題をした

⑤あと片づけをした

何が・どう・良いのかを伝えましょう！
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ワーク （問題行動への対処）

 「「ははっっききりり穏穏ややかかなな指指示示」」と 「「問問題題にに応応じじたた結結果果」」で対応する。

①状況の設定
・問題行動 ： 食事中に、最近買ってあげた、ぬいぐるみで遊んでしまう。
・ルール ： 「食事は座って食べる」
・問題に応じた結果：ぬいぐるみを取り上げる。（食事の後に返す）

指示をする

言うことを聞かない 言うことを聞いた

5秒待つ

問題に応じた結果で対処
又は クワイエットタイム

褒める

○「しつけの手順」の
時には繰り返す。

○「行動を正す」場合
は、繰り返さない。

アンガ－コントロールの技法

 6秒ルールをご存知ですか？
 指示を出す前に心の中で (トリプルＰの合言葉）

「お だ や か に」「お ち つ い て」

 筋肉リラクスゼーション

 呼吸法

 子どもは、目を優しくして、穏やかにはっきり端的に伝える
方が入ります。

Triple Pによって子どもは何を獲得するか･･･
 他他のの人人ととううままくくつつききああええるる

・適切に自分のものの見方、考え、要求を表現できる。
・必要な時に援助や助けを求められる。
・他人の感情に気を配れる。
・自分の行動が他の人にどういう影響を与えるか気を使える。

 自自分分のの感感情情ををココンントトロローールルすするる
・他の人を傷つけないで自分の感情を表現できる。
・自分に対しても、他の人に対しても前向きな感情を持てる。
・危害を与えるかどうかを、行う前に考えられる。

 自自律律心心
・自分のことは自分でできる。
・自分の行動に責任が持てる。

 自自分分でで問問題題をを解解決決ででききるる
・何事にも興味関心を示す。
・質問し、自分なりの考えを持っている。
・解決策の代案を考えることが出来る。
・交渉したり、妥協できる。

親に自己統制力を身につけてもらう

自自己己統統制制とと子子育育ててのの適適性性

トリプルPでは、子育てに必要な、以下のような資質、能力を身につけることを重要と考えている。

○自己充足感 （Self-sufficiency) ：自分にはスキルがあるという意識

○自己効力感 (Self-efficacy)：自分はできるという信条

○自己管理 (Self-management) ：自己モニター、自己目標など
自分でコントロールできる

○自ら行動する者 (Personal agency)：主体的な行動

○問題解決 (Problem solving)：子どもの問題には自分で解決できる

8
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・必要な時に援助や助けを求められる。
・他人の感情に気を配れる。
・自分の行動が他の人にどういう影響を与えるか気を使える。

 自自分分のの感感情情ををココンントトロローールルすするる
・他の人を傷つけないで自分の感情を表現できる。
・自分に対しても、他の人に対しても前向きな感情を持てる。
・危害を与えるかどうかを、行う前に考えられる。

 自自律律心心
・自分のことは自分でできる。
・自分の行動に責任が持てる。

 自自分分でで問問題題をを解解決決ででききるる
・何事にも興味関心を示す。
・質問し、自分なりの考えを持っている。
・解決策の代案を考えることが出来る。
・交渉したり、妥協できる。

親に自己統制力を身につけてもらう

自自己己統統制制とと子子育育ててのの適適性性

トリプルPでは、子育てに必要な、以下のような資質、能力を身につけることを重要と考えている。
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子子どどもものの発発達達をを促促すす １１００のの技技術術
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 ・・・

 タタイイムムアアウウトト

ワーク ルール作り

 なるべく肯定的な言葉で、ルールに書き換えましょう。

おもちゃを投げない

ひとを叩かない

食事中はうろうろし
ない

大きな声を出さない

ワーク 描写的にほめる

 下記の状況の時に、どのように描写的に褒めるか考えて
みましょう。

① コップを取ってきてくれた

②自分で食べている

③ きょうだい喧嘩せずに仲良く遊んでいた

④宿題をした

⑤あと片づけをした

何が・どう・良いのかを伝えましょう！
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おもちゃを投げない

ひとを叩かない

食事中はうろうろし
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ワーク 描写的にほめる

 下記の状況の時に、どのように描写的に褒めるか考えて
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① コップを取ってきてくれた

②自分で食べている

③ きょうだい喧嘩せずに仲良く遊んでいた

④宿題をした

⑤あと片づけをした

何が・どう・良いのかを伝えましょう！
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ワーク （問題行動への対処）

 「「ははっっききりり穏穏ややかかなな指指示示」」と 「「問問題題にに応応じじたた結結果果」」で対応する。

①状況の設定
・問題行動 ： 食事中に、最近買ってあげた、ぬいぐるみで遊んでしまう。
・ルール ： 「食事は座って食べる」
・問題に応じた結果：ぬいぐるみを取り上げる。（食事の後に返す）

指示をする

言うことを聞かない 言うことを聞いた

5秒待つ

問題に応じた結果で対処
又は クワイエットタイム

褒める

○「しつけの手順」の
時には繰り返す。

○「行動を正す」場合
は、繰り返さない。

アンガ－コントロールの技法

 6秒ルールをご存知ですか？
 指示を出す前に心の中で (トリプルＰの合言葉）

「お だ や か に」「お ち つ い て」

 筋肉リラクスゼーション

 呼吸法

 子どもは、目を優しくして、穏やかにはっきり端的に伝える
方が入ります。

Triple Pによって子どもは何を獲得するか･･･
 他他のの人人ととううままくくつつききああええるる

・適切に自分のものの見方、考え、要求を表現できる。
・必要な時に援助や助けを求められる。
・他人の感情に気を配れる。
・自分の行動が他の人にどういう影響を与えるか気を使える。

 自自分分のの感感情情ををココンントトロローールルすするる
・他の人を傷つけないで自分の感情を表現できる。
・自分に対しても、他の人に対しても前向きな感情を持てる。
・危害を与えるかどうかを、行う前に考えられる。

 自自律律心心
・自分のことは自分でできる。
・自分の行動に責任が持てる。

 自自分分でで問問題題をを解解決決ででききるる
・何事にも興味関心を示す。
・質問し、自分なりの考えを持っている。
・解決策の代案を考えることが出来る。
・交渉したり、妥協できる。

親に自己統制力を身につけてもらう

自自己己統統制制とと子子育育ててのの適適性性

トリプルPでは、子育てに必要な、以下のような資質、能力を身につけることを重要と考えている。

○自己充足感 （Self-sufficiency) ：自分にはスキルがあるという意識

○自己効力感 (Self-efficacy)：自分はできるという信条

○自己管理 (Self-management) ：自己モニター、自己目標など
自分でコントロールできる

○自ら行動する者 (Personal agency)：主体的な行動

○問題解決 (Problem solving)：子どもの問題には自分で解決できる
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自分でコントロールできる

○自ら行動する者 (Personal agency)：主体的な行動

○問題解決 (Problem solving)：子どもの問題には自分で解決できる
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○「しつけの手順」の
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は、繰り返さない。

アンガ－コントロールの技法
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Evidence-based

 Parenting Scale (PS)
: 参参加加者者のの子子育育ててススキキルルにに関関すするるアアセセススメメンントト

 Strengths and Difficulties (SDQ)
:子子どどもものの行行動動のの長長所所とと難難ししささににつついいててののアアセセススメメンントト

 Depression Anxiety Stress Scales (DASS)
:参参加加者者のの精精神神状状態態ににつついいててののアアセセススメメンントト

プログラムの有効性については、以下
のようなアセスメントを使用する。

プログラム実施前後の比較 （アセスメントの結果より）
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神奈川県川崎市(2007年2月～4月）

トリートメント群 コントロール群

トリプルＰによるポピュレーションレベルでの児童
虐待防止トライアル（アメリカ）

 ススポポンンササーーはは、、US
Centers for Disease
Control and
Prevention（（CDC））。。

 Source: Prinz, R. J., Sanders, M. R., 
Shapiro, C. J., Whitaker, D. J., & 
Lutzker, J. R. (Accepted for 
publication). Population-based 
prevention of child maltreatment: 
The U.S. Triple P System Population 
Trial. Prevention Science.

１８郡におけるランダマイズ試験
• 各郡は人口50,000～175,000人。
• 児童虐待率、貧困レベル、人口サイズを合わせ,トリプルＰ
群と対象群（通常のプログラム）に、18郡を無作為に分け
た。

• どの群もトリプルＰは初めて。

• トリプルＰ群は約85,000人
• 児童虐待防止を目的とした、最初のポピュレーションレベ
ルでの無作為化試験

 トリプルＰファシリテーターを６６９９７７名養成
（保健システム担当者、メンタルヘルス関係者、幼稚園/保育園教員、
親教育担当者、スクールカウンセラー、ＮＧＯスタッフ（就学前子ども
や児童虐待防止関係）、聖職者

全てのトリプルＰシステムを一斉に実施 。以下の結果を得る
 確認された児童虐待が年間688人減った。
 施設に収容される子どもが年間240人減った。
 児童虐待によって入院する子どもが年間60人減った。
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ワーク （問題行動への対処）

 「「ははっっききりり穏穏ややかかなな指指示示」」と 「「問問題題にに応応じじたた結結果果」」で対応する。

①状況の設定
・問題行動 ： 食事中に、最近買ってあげた、ぬいぐるみで遊んでしまう。
・ルール ： 「食事は座って食べる」
・問題に応じた結果：ぬいぐるみを取り上げる。（食事の後に返す）

指示をする

言うことを聞かない 言うことを聞いた

5秒待つ

問題に応じた結果で対処
又は クワイエットタイム

褒める

○「しつけの手順」の
時には繰り返す。

○「行動を正す」場合
は、繰り返さない。

アンガ－コントロールの技法

 6秒ルールをご存知ですか？
 指示を出す前に心の中で (トリプルＰの合言葉）

「お だ や か に」「お ち つ い て」

 筋肉リラクスゼーション

 呼吸法

 子どもは、目を優しくして、穏やかにはっきり端的に伝える
方が入ります。

Triple Pによって子どもは何を獲得するか･･･
 他他のの人人ととううままくくつつききああええるる

・適切に自分のものの見方、考え、要求を表現できる。
・必要な時に援助や助けを求められる。
・他人の感情に気を配れる。
・自分の行動が他の人にどういう影響を与えるか気を使える。

 自自分分のの感感情情ををココンントトロローールルすするる
・他の人を傷つけないで自分の感情を表現できる。
・自分に対しても、他の人に対しても前向きな感情を持てる。
・危害を与えるかどうかを、行う前に考えられる。

 自自律律心心
・自分のことは自分でできる。
・自分の行動に責任が持てる。

 自自分分でで問問題題をを解解決決ででききるる
・何事にも興味関心を示す。
・質問し、自分なりの考えを持っている。
・解決策の代案を考えることが出来る。
・交渉したり、妥協できる。

親に自己統制力を身につけてもらう

自自己己統統制制とと子子育育ててのの適適性性

トリプルPでは、子育てに必要な、以下のような資質、能力を身につけることを重要と考えている。

○自己充足感 （Self-sufficiency) ：自分にはスキルがあるという意識

○自己効力感 (Self-efficacy)：自分はできるという信条

○自己管理 (Self-management) ：自己モニター、自己目標など
自分でコントロールできる

○自ら行動する者 (Personal agency)：主体的な行動

○問題解決 (Problem solving)：子どもの問題には自分で解決できる
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Lutzker, J. R. (Accepted for 
publication). Population-based 
prevention of child maltreatment: 
The U.S. Triple P System Population 
Trial. Prevention Science.

１８郡におけるランダマイズ試験
• 各郡は人口50,000～175,000人。
• 児童虐待率、貧困レベル、人口サイズを合わせ,トリプルＰ
群と対象群（通常のプログラム）に、18郡を無作為に分け
た。

• どの群もトリプルＰは初めて。

• トリプルＰ群は約85,000人
• 児童虐待防止を目的とした、最初のポピュレーションレベ
ルでの無作為化試験

 トリプルＰファシリテーターを６６９９７７名養成
（保健システム担当者、メンタルヘルス関係者、幼稚園/保育園教員、
親教育担当者、スクールカウンセラー、ＮＧＯスタッフ（就学前子ども
や児童虐待防止関係）、聖職者

全てのトリプルＰシステムを一斉に実施 。以下の結果を得る
 確認された児童虐待が年間688人減った。
 施設に収容される子どもが年間240人減った。
 児童虐待によって入院する子どもが年間60人減った。

30 31



9

Evidence-based
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:子子どどもものの行行動動のの長長所所とと難難ししささににつついいててののアアセセススメメンントト

 Depression Anxiety Stress Scales (DASS)
:参参加加者者のの精精神神状状態態ににつついいててののアアセセススメメンントト

プログラムの有効性については、以下
のようなアセスメントを使用する。

プログラム実施前後の比較 （アセスメントの結果より）
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改めて Triple Pのメリットは何か？
 児童虐待、子どもの問題行動の一次予防

 被虐待で自分も虐待してしまっている親。愛された経験
のない親の育児スキルを付けることが出来る。

 発達障害の早期発見支援
◆親に気づいてもらえる

◆より軽い症状で経過させることができる

 地域での育児グループ活動による介入
◆育児不安の解消

◆グレーゾーン児の親への支援

 保健師、子育て支援従事者の負担の軽減、自信や意欲
の向上

 プログラムの効果が評価出来る

A市 SSTP受講して頂いた親御さんの感想

 息子に対してこのプログラムがぴったり合ったわけではな
いが、親としての心構えというか、気をつけることとか、
気持ちの持ちようとかはためになった。（90点）

 新しい技術を試すことで問題解決の糸口が見つかったこと、
セオリーとしてはわかっていても1人ではなかなか行動でき
ないことを、細かく手順を教えてくださり、実際に行動に
移すことができて良かったです。このプログラムでは対応
できない困り事もあったので、75点で・・

 理論的によく考えられていると思うし、参加者の中には効
果が出ている方もいたので、プログラム自体はよいものだ
と思う。ただ、私の場合にはなかなか難しく、技術がうま
く適応できなかった。（80点）

 とても勉強になりました。知らないことを多く学べて、新
しいことにチャレンジできました。自分、家族を見つめ直
すきっかけができました。（ただ、所々テキストの文章が
難しかったです）（95点）

京都府児相トリプルP受講後アンケート（抜粋）

 プログラムを実践していく中で子供の変化が目に見えて大変良かっ
たです。こちらの接し方次第で子供も親も成長していくことがうれ
しかったです。良い機会を下さってありあとがとうございました。

 プログラムを受けてみて問題行動が起きたとき、どうしたらよいか
など対処法が分かって良かったです。（９０点）

 マイツリーからの内容、他のところでの内容、すべてを合わせて自
分なりに納得して、進められたのが本当に良かった。まだまだ困る
ことはあるけれど大丈夫！！って思える。（１００点）

 実際に取り組んだ内容を電話セッションで聴いてもらえて自分でも
振り返れて良かったです。（８０点）

 時間が短く、進行が早い。

また、テキストの文章が直訳なのか意味が汲みづらい時があった。（
８０点）

 少し分かりづらいところがあった。（８０点）

トリプルP最終回 親の変化の抜粋

・「子どもに関われている」と思っていたが、子の視点、タイミング
で見てどうだったか、改めて見直せた。

・子育てってどうやっていくんだろうっていう色々な情報、まとめて
教えてもらえた。今後も習ったこと、意識していきたい。

・「ママ来て」「見て」どうしても何かしながら、子どもの方を見ず
にやっていることが多かった。手を止めて、子どもの方を見て、それ
だけで困った行動がずいぶん減った。

・子どもが年長のためで素直にきいてくれず、条件を受け入れてくれ
なかった。

ただ、皆さんの話を聞いて、子どもをないがしろにしていたと気づ
けた。子どもはだいたい許してくれるので胡坐をかいてた。１人の人
間として尊重していきたい。
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• 児童虐待率、貧困レベル、人口サイズを合わせ,トリプルＰ
群と対象群（通常のプログラム）に、18郡を無作為に分け
た。

• どの群もトリプルＰは初めて。

• トリプルＰ群は約85,000人
• 児童虐待防止を目的とした、最初のポピュレーションレベ
ルでの無作為化試験
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（保健システム担当者、メンタルヘルス関係者、幼稚園/保育園教員、
親教育担当者、スクールカウンセラー、ＮＧＯスタッフ（就学前子ども
や児童虐待防止関係）、聖職者
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 施設に収容される子どもが年間240人減った。
 児童虐待によって入院する子どもが年間60人減った。

10

改めて Triple Pのメリットは何か？
 児童虐待、子どもの問題行動の一次予防

 被虐待で自分も虐待してしまっている親。愛された経験
のない親の育児スキルを付けることが出来る。

 発達障害の早期発見支援
◆親に気づいてもらえる

◆より軽い症状で経過させることができる

 地域での育児グループ活動による介入
◆育児不安の解消

◆グレーゾーン児の親への支援

 保健師、子育て支援従事者の負担の軽減、自信や意欲
の向上

 プログラムの効果が評価出来る

A市 SSTP受講して頂いた親御さんの感想

 息子に対してこのプログラムがぴったり合ったわけではな
いが、親としての心構えというか、気をつけることとか、
気持ちの持ちようとかはためになった。（90点）

 新しい技術を試すことで問題解決の糸口が見つかったこと、
セオリーとしてはわかっていても1人ではなかなか行動でき
ないことを、細かく手順を教えてくださり、実際に行動に
移すことができて良かったです。このプログラムでは対応
できない困り事もあったので、75点で・・

 理論的によく考えられていると思うし、参加者の中には効
果が出ている方もいたので、プログラム自体はよいものだ
と思う。ただ、私の場合にはなかなか難しく、技術がうま
く適応できなかった。（80点）

 とても勉強になりました。知らないことを多く学べて、新
しいことにチャレンジできました。自分、家族を見つめ直
すきっかけができました。（ただ、所々テキストの文章が
難しかったです）（95点）

京都府児相トリプルP受講後アンケート（抜粋）

 プログラムを実践していく中で子供の変化が目に見えて大変良かっ
たです。こちらの接し方次第で子供も親も成長していくことがうれ
しかったです。良い機会を下さってありあとがとうございました。

 プログラムを受けてみて問題行動が起きたとき、どうしたらよいか
など対処法が分かって良かったです。（９０点）

 マイツリーからの内容、他のところでの内容、すべてを合わせて自
分なりに納得して、進められたのが本当に良かった。まだまだ困る
ことはあるけれど大丈夫！！って思える。（１００点）

 実際に取り組んだ内容を電話セッションで聴いてもらえて自分でも
振り返れて良かったです。（８０点）

 時間が短く、進行が早い。

また、テキストの文章が直訳なのか意味が汲みづらい時があった。（
８０点）

 少し分かりづらいところがあった。（８０点）

トリプルP最終回 親の変化の抜粋

・「子どもに関われている」と思っていたが、子の視点、タイミング
で見てどうだったか、改めて見直せた。

・子育てってどうやっていくんだろうっていう色々な情報、まとめて
教えてもらえた。今後も習ったこと、意識していきたい。

・「ママ来て」「見て」どうしても何かしながら、子どもの方を見ず
にやっていることが多かった。手を止めて、子どもの方を見て、それ
だけで困った行動がずいぶん減った。

・子どもが年長のためで素直にきいてくれず、条件を受け入れてくれ
なかった。

ただ、皆さんの話を聞いて、子どもをないがしろにしていたと気づ
けた。子どもはだいたい許してくれるので胡坐をかいてた。１人の人
間として尊重していきたい。
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く適応できなかった。（80点）
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分なりに納得して、進められたのが本当に良かった。まだまだ困る
ことはあるけれど大丈夫！！って思える。（１００点）
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で見てどうだったか、改めて見直せた。

・子育てってどうやっていくんだろうっていう色々な情報、まとめて
教えてもらえた。今後も習ったこと、意識していきたい。

・「ママ来て」「見て」どうしても何かしながら、子どもの方を見ず
にやっていることが多かった。手を止めて、子どもの方を見て、それ
だけで困った行動がずいぶん減った。

・子どもが年長のためで素直にきいてくれず、条件を受け入れてくれ
なかった。

ただ、皆さんの話を聞いて、子どもをないがしろにしていたと気づ
けた。子どもはだいたい許してくれるので胡坐をかいてた。１人の人
間として尊重していきたい。
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と思う。ただ、私の場合にはなかなか難しく、技術がうま
く適応できなかった。（80点）

 とても勉強になりました。知らないことを多く学べて、新
しいことにチャレンジできました。自分、家族を見つめ直
すきっかけができました。（ただ、所々テキストの文章が
難しかったです）（95点）

京都府児相トリプルP受講後アンケート（抜粋）

 プログラムを実践していく中で子供の変化が目に見えて大変良かっ
たです。こちらの接し方次第で子供も親も成長していくことがうれ
しかったです。良い機会を下さってありあとがとうございました。

 プログラムを受けてみて問題行動が起きたとき、どうしたらよいか
など対処法が分かって良かったです。（９０点）

 マイツリーからの内容、他のところでの内容、すべてを合わせて自
分なりに納得して、進められたのが本当に良かった。まだまだ困る
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で見てどうだったか、改めて見直せた。

・子育てってどうやっていくんだろうっていう色々な情報、まとめて
教えてもらえた。今後も習ったこと、意識していきたい。

・「ママ来て」「見て」どうしても何かしながら、子どもの方を見ず
にやっていることが多かった。手を止めて、子どもの方を見て、それ
だけで困った行動がずいぶん減った。

・子どもが年長のためで素直にきいてくれず、条件を受け入れてくれ
なかった。

ただ、皆さんの話を聞いて、子どもをないがしろにしていたと気づ
けた。子どもはだいたい許してくれるので胡坐をかいてた。１人の人
間として尊重していきたい。
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◆より軽い症状で経過させることができる

 地域での育児グループ活動による介入
◆育児不安の解消

◆グレーゾーン児の親への支援

 保健師、子育て支援従事者の負担の軽減、自信や意欲
の向上

 プログラムの効果が評価出来る

A市 SSTP受講して頂いた親御さんの感想

 息子に対してこのプログラムがぴったり合ったわけではな
いが、親としての心構えというか、気をつけることとか、
気持ちの持ちようとかはためになった。（90点）

 新しい技術を試すことで問題解決の糸口が見つかったこと、
セオリーとしてはわかっていても1人ではなかなか行動でき
ないことを、細かく手順を教えてくださり、実際に行動に
移すことができて良かったです。このプログラムでは対応
できない困り事もあったので、75点で・・

 理論的によく考えられていると思うし、参加者の中には効
果が出ている方もいたので、プログラム自体はよいものだ
と思う。ただ、私の場合にはなかなか難しく、技術がうま
く適応できなかった。（80点）

 とても勉強になりました。知らないことを多く学べて、新
しいことにチャレンジできました。自分、家族を見つめ直
すきっかけができました。（ただ、所々テキストの文章が
難しかったです）（95点）

京都府児相トリプルP受講後アンケート（抜粋）

 プログラムを実践していく中で子供の変化が目に見えて大変良かっ
たです。こちらの接し方次第で子供も親も成長していくことがうれ
しかったです。良い機会を下さってありあとがとうございました。

 プログラムを受けてみて問題行動が起きたとき、どうしたらよいか
など対処法が分かって良かったです。（９０点）

 マイツリーからの内容、他のところでの内容、すべてを合わせて自
分なりに納得して、進められたのが本当に良かった。まだまだ困る
ことはあるけれど大丈夫！！って思える。（１００点）

 実際に取り組んだ内容を電話セッションで聴いてもらえて自分でも
振り返れて良かったです。（８０点）

 時間が短く、進行が早い。

また、テキストの文章が直訳なのか意味が汲みづらい時があった。（
８０点）

 少し分かりづらいところがあった。（８０点）

トリプルP最終回 親の変化の抜粋

・「子どもに関われている」と思っていたが、子の視点、タイミング
で見てどうだったか、改めて見直せた。

・子育てってどうやっていくんだろうっていう色々な情報、まとめて
教えてもらえた。今後も習ったこと、意識していきたい。

・「ママ来て」「見て」どうしても何かしながら、子どもの方を見ず
にやっていることが多かった。手を止めて、子どもの方を見て、それ
だけで困った行動がずいぶん減った。

・子どもが年長のためで素直にきいてくれず、条件を受け入れてくれ
なかった。

ただ、皆さんの話を聞いて、子どもをないがしろにしていたと気づ
けた。子どもはだいたい許してくれるので胡坐をかいてた。１人の人
間として尊重していきたい。

略歴とプロフィール 

 
白山 真知子 臨床心理士 
 
【経歴】 
元摂津市こども育成課参事兼家庭児童相談室⻑ 
元金沢学院大学特任助教 
元同志社⼥子大学、神⼾常盤大学等等々非常勤講師 
 
【現職】 
ＮＰＯ法人トリプルＰジャパン理事 
認定ＮＰＯ法人児童虐待防止協会 副理事⻑ 
摂津市要保護児童対策地域協議会外部スーパーバイザー 
京都府家庭支援総合センター・虐待対応課委託事業担当 
京都府児童虐待防止アドバイザー 
尼崎市いくしあ推進課 特別職 
パスウェイズジャパン フラハ大阪心理発達レジリエンス研究所主宰 
此花子ども食堂「賑やかごはんの会」副代表 
 
【著書】 
「こども・家族への支援・治療をするために 
  −虐待をうけた子どもとその家族と向き合うあなたへ― 」 
  児童虐待防止対策支援・治療研究会編(財)日本児童福祉協会 発行 2004 
「子どもにやさしい、まちづくり 」日本評論社 2004 
「子ども支援の相談・救済」 
  −子どもが安心して相談できる仕組みと活動−日本評論社 2008 
「トリプルＰ〜前向き子育て 17 の技術〜」 診断と治療社 2010 
「子ども虐待の予防ケアのすべて」 
  −トリプル P についてー 第一法規 2017"   
 
トリプル P プログラムを、現在白山が実践している市町村 
 京都府：京都府家庭支援総合センター（児童相談所） ⻑岡京市 向日市 京田辺市 
 大阪府：豊中市 東大阪市 
 神⼾市：中央区 灘区 
 奈良県：生駒市 
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シシンンポポジジウウムム  

  

ヒヒトトのの子子育育ててでで大大切切ななこことと  

 

座座      長長  谷谷本本  公公重重  （（香香川川大大学学医医学学部部看看護護学学科科））  
                  加加藤藤  育育子子  （（香香川川大大学学医医学学部部健健康康科科学学））  
  
  
    「「良良いい歯歯」」ののたためめにに家家庭庭ででででききるるこことと～～仕仕上上げげ磨磨ききのの技技～～    

                              市市原原  雅雅也也  （（公公益益社社団団法法人人  香香川川県県歯歯科科医医師師会会理理事事））  

                      

                「「良良いい視視力力」」ののたためめにに家家庭庭ででででききるるこことと〜〜目目のの発発達達とと親親子子遊遊びびのの技技〜〜    

                              蔭蔭山山  光光代代  （（たたつつのの南南眼眼科科院院長長））  

                      

                  「「良良いい治治療療」」ののたためめにに家家庭庭ででででききるるこことと～～薬薬のの内内服服／／外外用用のの技技  

                              森森  喜喜郎郎  （（徳徳島島大大学学大大学学院院医医歯歯薬薬学学研研究究部部公公衆衆衛衛生生学学分分野野助助教教））  

                        

  





 

 

「「良良いい⻭⻭」」ののたためめにに家家庭庭ででででききるるこことと  〜〜仕仕上上げげ磨磨ききのの技技〜〜  

⾹⾹川川県県⻭⻭科科医医師師会会  理理事事    市市原原雅雅也也     

 

まず、前回の復習からしましょう。 

⻭と⻭茎の境目は、体への⼊り⼝であること、および⻭は⼀⽣使う、⼤切な⾷

器です。仕上げ磨きは、親子のしあわせ磨き、つまり親と子の１対１で向き合

える⼤切な時間。しかし、⼀⽣のうちでたったの 14 日間（⼀回 4 分×365 日

×14 年間）しかなく有効に使いたい。仕上げ磨きは、親子の最後のスキンシッ

プ。自分磨きが期待できるのは、10 歳から（ポイントは塗り絵）。仕上げ磨き

は 15 歳まで。 

今回は、その仕上げ磨きを少し深掘りしてみようと思っています。 
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「「よよいい視視力力」」ののたためめにに家家庭庭ででででききるるこことと〜〜目目のの発発達達とと親親子子遊遊びびのの技技〜〜  

たたつつのの南南眼眼科科  蔭蔭山山  光光代代      

「情報の 8 割は眼から」と言われています。幼少期よりしっかりと視覚を発達させ、「人
生 100 年」大切にしていかねばなりません。しかし近年、屋外活動の減少、デジタルデバ
イスの使用増加等ライフスタイルの変化により子どもの眼への影響が心配されています。 

近視の増加:日本含めて世界的に近視人口が増加しています。驚くことに 2050 年までに世
界人口の 50％が近視になると予測されています。近視の原因は遺伝要因、環境要因があ
りますが、特に屋外活動の減少やスマートフォンなどのデジタルデバイスを含む近業の増
加が関与しているといわれています。また、近視発症の低年齢化がみられ、近視発症年齢
が早いと強度近視になりやすく、強度近視になると網膜剥離、緑内障、近視性⻩斑変性な
どの眼疾患の発症リスクが高まります。一方、屋外活動時間が⻑いと近視のリスクが低く
なります。近視の発生予防としては近業時間の短縮と屋外活動の増加が大切です。近視抑
制治療として、オルソケラトロジー、低濃度アトロピン治療、多焦点コンタクトレンズ、
特殊眼鏡、レッドライト治療等があります。 

急性内斜視:小児や若年者に起こりやすいとされており、デジタルデバイス過剰使用によ
り内斜視が発症したという症例報告が多数あります。スマートフォン使用時の視距離が書
籍を読む距離より近いことも一因と考えられるので、⻑時間の使用を避けることに加え、
デジタルデバイスを 30 ㎝以上離す、休憩をはさむ等が大切です。 

眼球運動への影響：「音読が苦手」「マス目におさまるように字を書くのが苦手」「板書が
苦手」等の子どもの中に視線を固定することや目の動きに異常がみられる場合がありま
す。通常、指示された指標を 2〜3 秒見続けることは 2〜3 歳頃、とらえた対象が動くとき
に目で追いかけるゆっくりとした運動（滑動性追従眼球運動）、離れた２つの指標をすば
やく見ること（衝動性眼球運動）も就学前にはできるようになります。これが年齢相応に
できない場合、小学校入学後に読み書きのトラブルとして現れることがあります。これら
は体全体を動かす運動が基礎となり発達します。そのため幼児期の運動が非常に大切であ
ると考えます。見る力を育てるために家庭でできる親子遊びを具体的にお伝えしたいと思
います。 

 

38



CONTENTS

01内服薬の服用

02外用薬の使い方①
軟膏の使い方、塗り方

03

04

外用薬の使い方②
貼付剤、点眼薬の使い方

正しい服薬から未来に
・かかりつけ薬剤師
・オーバードーズ・アンチドーピング

Take For Message

「良い治療」のために家庭でできること
～薬の内服/外用の技～

第17回香川県小児保健協会研究会
2025年2月9日(日)

徳島大学医学部公衆衛生学講座

助教 森 喜郎
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活活動動報報告告  

  

育育ててよようう，，子子どどももののわわくくわわくく  

 

座座      長長  枝枝川川  千千鶴鶴子子    ((香香川川県県立立保保健健医医療療大大学学））  
                  鈴鈴木木  裕裕美美      （（香香川川大大学学医医学学部部衛衛生生学学））  
  
  
                香香川川県県ににおおけけるる性性的的少少数数者者のの子子どどももたたちちのの現現状状とと課課題題    

        谷谷  昂昂頼頼、、福福井井  瑞瑞穂穂  （（ああししたたププロロジジェェククトト代代表表、、副副代代表表））  

                    

                オオフフラライインンキキャャンンププでで脱脱ネネッットト・・ゲゲーームム依依存存      

        海海野野  順順    （（三三光光病病院院院院長長））  

                      

                不不登登校校・・ひひききここももりり支支援援～～子子どどももとと親親のの居居場場所所づづくくりり～～  

        宮宮武武  将将大大  （（一一般般社社団団法法人人 hhiittoo..ttooccoo 代代表表理理事事））  

                        

                誰誰一一人人置置きき去去りりににししなないい教教育育をを求求めめてて～～夜夜間間中中学学校校かからら見見ええててくくるるこことと～～

        城城之之内内  庸庸仁仁  ((一一般般社社団団法法人人基基礎礎教教育育保保障障研研究究所所理理事事長長））  

                            





香川県における性的少数者（ ）の
子どもたちの現状と課題

29
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LGBT

あしたプロジェクトの主な活動その１
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あしたプロジェクトの主な活動その２

あしたプロジェクトの主な活動その３

相談件数：年間約 件
（ とメール・あしプロ）

匿名での相談が多い
１０代の当事者の相談
当事者の保護者からの相談
小学校入学前の制服相談
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地域の子ども食堂で多様性の絵本の読み聞かせ

認定 法人わははネットさん主催の親子イベント
わははファミフェス ブース出店

性同一性障害（トランスジェンダー）当事者

自殺をしたいと考えた事がある人

（岡山大学病院 中塚幹也先生 ２０１１年調査
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８４
ジェンダークリニックに通院している子ども
小学校低学年から
自分の性別に違和感を感じている児童（ ）

４人に１人が不登校になっている ５人に１人が自傷行為

の児童が自殺や自殺未遂を経験

岡山大学病院 中塚幹也教授 年調べ 全国６６１人の子どもに調査
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香川県の高校生が発案、原作のオリジナル絵本
含む

多様性を伝える絵本を香川県内全ての小学校に配布したい！

年香川県内全ての小学校に配布することが決定！！！
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生まれ育った地域の未来（あした）が明るくなりますように

第１７回香川県小児保健協会研究会
「育てよう子どものわくわく」に

ご参加ののみなさん
ありがとうございました！
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オフラインキャンプで脱ネット・ゲーム依存 
 

医療法人社団光風会 三光病院 
海 野  順 

 
 
 若者を中心としたネット・ゲーム依存の問題が広く注目されるようになり，香川県では
2020 年 4 月にゲーム条例（香川県ネット・ゲーム依存症対策条例）が施行された。 
 当院は，香川県依存症治療拠点機関として，2017 年度よりネット・ゲーム依存症の専門
外来を開設し，早期よりこの社会問題に対応してきた。親子で参加する S-NIP（Sanko New 
Identity Program）というプログラムを運営しているが，これは社会的に孤立しがちな当事
者への「居場所機能」，変化へのモチベーションを高めていくための「動機づけ面接」，トリ
ガーに対するコーピングスキルを獲得・実践するための「認知行動療法」，家族教室や家族
会の運営などを基本的な柱とした複合モデルである。 
 人が変化に向けて動き始める時，準備性（これまでの生活を変えていきたいと思えるこ
と），当事者性（自分が変わらないといけないと思えること），変化への自信（変化の見通し
を持つことができ，きっとうまくいくだろうと思えること）が不可欠である。専門外来で実
施するプログラムにおいて，これらの準備性や当事者性を高めることができた場合でも，変
化への自信を十分に育まれず，変化への一歩を踏み出せない当事者に多く遭遇してきた。 
 S-NIP OFFLINE CAMP は，県内在住の小学 5 年から 18 歳までの子どもたちを対象と
し，大学生メンターらとともに約１週間の生活を共にするものである。そしてこの間は，デ
ジタル機器に触れることが禁止されており，デジタルデトックスが行われる。キャンプ中の
プログラムは，天体観測やキャンプファイヤーなどの自然体験活動，うどん作りやバーベキ
ューなどの調理活動，そして 1 日 1 時間の心理プログラムで構成される。不慣れな場所で
新しい仲間とさまざまな活動にチームで挑戦し，それらと並行しながら日常の自分自身を
振り返ってキャンプ後における生活の新しい目標を立てていく。 
 本活動報告では，S-NIP OFFLINE CAMP に参加した子どもたちにみられた変化につい
て報告し，今後の展望についても述べる予定である。 
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不登校・ひきこもり支援
～子どもと親の居場所づくり～

一般社団法人hito.toco
代表理事　宮武将大

不登校やひきこもりを
選ぶことは間違いなのか
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かがわ若者サポートステーション 統括コーディネーター
香川県ひきこもり専門相談員
香川県不登校児童生徒支援協議会 委員
香川県ひきこもり対策連絡協議会 当事者代表
高松市若者支援協議会 副会長
就職氷河期世代活躍支援かがわプラットフォーム 委員
令和4年度厚労省事業「ひきこもりVOICE STATION」香川開催アンバサダー
令和3年・4年度香川県ひきこもり地域支援センター市町等支援員

自己紹介

一般社団法人hito.toco 代表理事
宮武将大（みやたけ しょうた）

●

●

●

●

●

●

●

●

2014年 不登校、ひきこもり支援

2018年 就労移行支援、居場所活動、家族会

2019年 ひきこもりサポーター養成研修

2022年 重層的支援体制整備事業 参加支援事業

就労移行支援

50 51



ひきこもり相談・参加支援

居場所活動
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家族会

支援者育成
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普及啓発

不登校・ひきこもり経験
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あれから25年以上たちましたが・・ 

不登校34万人

ひきこもり146万人

怠け
甘え

無気力

出会う若者たち

環境要因

個人要因

みんなで「いただきます」を言うことがない
親が働いていない
両親が全ての選択の機会をうばってきた
「普通」を押し付けられてきた　など…

友達がいない
学校の授業についていけない
何かができると思えない
仕事についても、離職を繰り返す　など…

●

●

●

●

●

●

●

●

54 55



経験・体験、関係性の困窮

「どうせ、自分なんて・・」

出会う若者たち

あきらめ、孤立の長期化、絶望・・

・・・

これらの課題や困難さを複合的に抱えている

出会う若者たち

自分を否定されるのが怖い
集団に対する苦手意識が強い

何かが出来ると思えない程自己否定感情が強い
働いている自分がイメージできない
困難な場面に遭遇したらすぐ諦める

自分で物事を選択することができない
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目の前の人がなにに困っているのか
周囲にとって都合のよい

サポートをしようとしていないか

通信制高校の情報を
障害福祉サービスなら

居場所はどうか
まずは医療機関に

専門性＜関係性

56



問題の解決

専門性 関係性
▶ 既存の制度や機関につなげる

• • • •

▶ 本人の出来そうなことや興味を軸につながる
• • • •

精神障害、発達障害がある・疑い
困窮家庭で学習の遅れが目立つ
働くためのスキルが足りない etc..

犬や猫と遊ぶと元気になる
好きや得意なことであれば頑張れる
否定・叱責しない人であれば話せる etc..

支援
機関

外出同行
（保護猫カフェ）

支援者との出会い

似た境遇の人との出会い
連携先（学校・体験先等）

エネルギーの回復
恐怖症状の軽減

●

●

●

●

●

●

・ボランティア体験

・中間的就労

・来所面談

日常生活自立
社会的参加

経済的自立

・一般就労・グループワーク

・家族面談

相談対応

・外出同行
・家庭訪問

回復段階とプロセス
福島県ひきこもり相談支援センター「ひきこもりからの回復プロセス」から引用
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0%

13%

25%

38%

50%

安心できる居場所が見つかった

こころの不調や病気が改善

自己肯定感を獲得

経済的に安定

良い治療者・支援者に出会えた

新しい人間関係ができた

からだの不調や病気が改善

家族関係が修復

就職した

その他

生きづらい状況が軽減・改善した理由

42.2%

一般社団法人ひきこもりUX会議「ひきこもり・生きづらさについての実態調査2019」

自分を話せる相手・場所
隠さなくてもよい相手・場所

利用した方の声
● 当事者/20代女性　最初は行くまでに長い時間がかかりました。
正直期待もしてませんでした。勇気を出してヒトトコに行ってみると、
笑顔で出迎えてくださってビーズクッションで話をしました。
心が限界の時に涙ながらに話をした時も、いつもと変わらない雰囲気で
話を聞いてくれて、帰る頃には清々しく笑っていたことを覚えています。
今では身構えずに気軽に行ける居場所になりました。

母親/20代息子　ひきこもり期間は苛立ちと諦めの日々でしたが、
1人で抱えなくていいんだと気持ちが軽くなったことを覚えています。
いい循環が生まれたからだと思いますが、ある日突然息子が自分で
バイトを決めて働き出したのです。
家族以外の大人に肯定してもらえて、整理がついたようです。

●
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家族の支援
不登校やひきこもりの支援
ご本人からの相談は極めて少ない

関係機関
53%

家族
43%

本人
3%

問合わせ

令和4年度相談実績

将来が
見えなくなった

接し方が
分からなくなった

相談相手が
いなかった

自分の価値観を
押し付けていた

子どもがひきこもった時、どんなことに悩んだ
香川県「家族のためのひきこもり支援ブック」（R2）より一部抜粋
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将来が
見えなくなった

接し方が
分からなくなった

相談相手が
いなかった

自分の価値観を
押し付けていた

▶

親の気持ちを押し付けてしまって子どもの本心が見えなかった

親としてどう接するのが正解かわからず、情けなくて辛かった

誰に相談したらいいかわからなかった

親である私の気持ちを理解してもらえる場所がなかった

周りのみんなと違いすぎることが不安だった

頑張ったらできるはずとずっと思っていた

子どもが自殺しないか心配だった

自分がいなくなり、何もできない子どもが1人になったら心配

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

早く解決させようとして急かす声かけ
拠り所（ゲーム、ネット等）を取り上げる
当事者の意思を確認せず、強制的に何かをさせる
叱咤激励、叱責・罵倒する
他の人と比較する
腫れ物を触るように接する
放置
当事者の同意なく、暴力的支援を行う

●

●

●

●

●

●

●

●
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家族会
ご家族中心の座談会【ひととこオフ会】
子どもの不登校・ひきこもり等でお悩みのご家族にも気持ちをオフにできる居場所を。

ご家族のほか、当事者・経験者、支援者等も参加しているのが特徴。
2018年から月1回、70回以上開催。のべ1,200人以上の方が参加。

当事者の声

支援情報

グループ
ミーティング

回復事例

似た悩みの共有

関わり方 少し先の話

親自身の受け入れる範囲が狭いことを認識できたし、
他の人の話を聞くことで、多様な選択肢を知る必要性を感じられた。

抱えている不安を話すことで自分も安心でき、
先を見据えて子どもと関われそう。

心の傷が少し小さくなった気がする。

子どもをどう変えようと思って参加したが、
まずは親からだと感じた。

当事者の方や様々な家庭の様子が垣間見ることができた。
ひとりで悩んでいたので思わず安堵感からか涙が溢れそうになった。

●

●

●

●

●

家族会に参加した方の声
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家族にとって有効な支援（利用経験者のみ）
平成30年度厚生労働省 社会福祉推進事業「保健所等におけるひきこもり相談支援の状況」

ひきこもりについての学習会・講座

ひきこもりを解決した事例や体験談の紹介

「居場所」は道の駅的なもの。通過点の一つ。
利用する人それぞれに背景があり、求めていることも違う。
それぞれのつながり方や過ごし方、社会参加、貢献の仕方がある。

おわりに

大事にしたいのは、自分のことを話せる、隠さなくてもよい相手や
場所があるという出会いと、「自分だけじゃない」ことや
「できるかもしれない」と思える経験の積み重ね。

不登校やひきこもりも通過点の一つになるよう、
生きることの選択肢を、1人でも、1つでも多く増やしていきたい。
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人と、社会を心でつなぐ

ご清聴ありがとうございました
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64

一般社団法人 基礎教育保障研究所
岡山自主夜間中学校

三豊市総合政策アドバイザー

城之内 庸仁

学ぶことは生きること

～夜間中学から見えてくること～

城之内 庸仁 （しろのうち のぶひと）

・ 一般社団法人 基礎教育保障研究所 理事長
・ 岡山自主夜間中学校 代表

・ 三豊市総合政策アドバイザー
・ 三豊市における夜間中学協議会 委員
・ 基礎教育保障学会 理事

・ 三豊市における公立中学校夜間学級在方検討委員会 副委員長
・ 大牟田市立学校通学区域審議会 委員
・ 大牟田市立学校適正規模・適正配置検討委員会 委員
・ 長野県オープンドアスクール創造会議 委員
・ 三重県立夜間中学設置検討委員会 委員
・ 岡山市における公立夜間中学の在り方検討会 委員

・ 全国夜間中学校研究会 理事 （2021年4月～2024年3月）

公立夜間中学設置をはじめ日本初となる公立夜間中学と学びの多様化
学校の併設を実現。香川県三豊市、岡山県岡山市、福岡県大牟田市、三
重県、長野県等の公立夜間中学・学びの多様化学校設置へ尽力する
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なぜ今、夜間中学・学びの多様化学校の設置が

求められているのか？

○ 義務教育未修了者の存在

（未就学者いわゆるゼロ学歴や小卒）

○ 形式卒業者の増加

（不登校児童・生徒の増加）

○ 外国籍・外国にルーツのある方の増加

（入管法の改正等）

2020年 国勢調査

最終卒業学校が小学校の人

80万4293人

小学校にも在学したことがない未就学者

9万4455人

約90万人が義務教育未修了者



『『夜夜間間中中学学のの設設置置・・充充実実にに向向けけてて【【手手引引】】（（第第3次次改改訂訂版版））』』 文文部部科科学学省省 よよりり引引用用

香川県

未就学者 ４５９ 人

小卒 ６６８８人

義務教育未修了者 ７１４７人

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220624/k10013686391000.html
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全国小中学校不登校の児童生徒数

３４万６４８２人

（前年度 29万9048人）
文部科学省が202４年10月に発表した

「令和4年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」より

https://edu.watch.impress.co.jp/img/kit/docs/1636/116/html/01_o.png.ht
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外国人の子どもの不就学実態調査
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外国人の子どもの不就学実態調査

外国人の子どもの不就学実態調査
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識字率の問題

出典：UNESCO Institute for Statistics Fact Sheets “Adult and Youth Literacy”, September 2015
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教育機会確保法

2016年12月議員立法で成立

夜間中学を法的に位置づけ

「全都道府県及び政令指定都市に
少なくとも１校設置」

文部科学省が方針を示す
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夜間中学校に通学する様々な理由・変遷

◆1947年～60年代
戦後の混乱期・経済的理由
在日コリアン

◆ 70年代～80年代
中国等の残留孤児（引揚者）
不登校（登校拒否）

◆ 90年代～
外国人労働者、外国にルーツをもつ
ニューカマー（新渡日）
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夜間中学

公立 と 自主
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香川県初

公立夜間中学

（１） 面 積： ２２２．７ ｋ㎡

（2） 人 口： ５８，４５８ 人 （推計人口 ： 令和６年４月１日）

（3） 世帯数： ２３，３２５ 世帯 （同 上）

Ⅰ 三豊市の概要
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義義務務教教育育
未未修修了了者者
ⒶⒶ＋＋ⒷⒷ

未未就就学学者者
ⒷⒷ

小小学学校校がが最最終終
学学歴歴のの者者

ⒶⒶ

７１２４２６７０三豊市

7,1474596,688香川県

898,74894,455804,293全 国

〔単位：人〕

１．義務教育未修了者数

参考資料（香川県、全国）
「令和２年国勢調査結果」（総務省統計局）

Ⅱ 統計データ

３．対象生徒

（１） 義務教育未修了者（外国籍の方を含む）

（２） 不登校等の理由により、十分に学ぶことが
できなかった方

（３） 不登校の学齢期生徒
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【学齢経過者】

（１） 在籍数 １７名
（２） 国 籍 日本国籍 1５名、外国籍 ２名
（３） 年齢構成 １０代～８０代

４．生徒について（令和６年５⽉1日 時点）

【学齢期】

（１） 在籍数 ２名
（２） 学 年 第３学年

【在籍数】 第１学年 ４名
第2学年 5名
第3学年 １０名

    　　　　　　      １１学学期期   　　　　        ２２学学期期（（予予定定））                 ３３学学期期（（予予定定））

　　開開校校式式   始始業業式式   始始業業式式
　　入入学学式式・・オオリリエエンンテテーーシショョンン   防防災災訓訓練練   ううどどんんづづくくりり
    新新入入生生歓歓迎迎会会（（たたここ焼焼きき））   生生徒徒会会（（生生徒徒会会目目標標））   フフララワワーーアアレレンンジジメメンントト
    避避難難訓訓練練、、校校内内探探検検   文文化化祭祭出出展展（（昼昼間間））   多多国国文文化化学学習習
    心心電電図図検検査査・・身身体体計計測測   作作品品発発表表（（夏夏休休みみ）） 　　（（韓韓国国文文化化・・キキムムチチ作作りり））
　　耳耳鼻鼻科科検検診診・・検検尿尿   瀬瀬戸戸内内芸芸術術祭祭（（粟粟島島））   修修了了式式・・離離任任式式
    学学級級目目標標決決定定   太太鼓鼓鑑鑑賞賞おおよよびび体体験験演演奏奏
　　家家庭庭訪訪問問   トトーーンンチチャャイイムム演演奏奏
    平平和和学学習習（（DDVVDD視視聴聴））   多多国国文文化化学学習習
    多多国国文文化化学学習習（（調調べべ学学習習）） 　　（（中中国国文文化化ににつついいてて））
    七七夕夕祭祭（（浴浴衣衣着着付付けけ体体験験））   大大掃掃除除
　　　　　　（（ササヌヌカカイイトト演演奏奏鑑鑑賞賞））   終終業業式式

　　終終業業式式
    宿宿泊泊学学習習（（岡岡山山））

　　各各月月末末にに、、おお楽楽ししみみ会会（（含含  誕誕生生会会））をを生生徒徒がが企企画画・・運運営営ししまますす。。
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『令和２年度施政方針』

７．夜間学級設置までの流れ

R2.3.3

『ニーズ調査』

R2.11～12

『三豊市における公立中学校
夜間学級在り方検討委員会』

（全４回）

R3.3.26～R3.8.24

『三豊市公立中学校夜間学級
設置基本方針』策定

R3.10

『入学希望者説明会』
（全５回）

R3.11～12

『三豊市における夜間
中学シンポジウム』』

R3.11.21

『第１回三豊市における
夜間中学協議会』

R4.2.28

『入学希望者面接』

R4.1

『入学予定者説明会』

R4.3

『開設式・入学式』

R4.4.14

・ 夜間の学齢経過者と、多くの授業を一緒に受ける

相互の違いを知り、差異を受け止め、自分自身を
変容させる

同世代の生徒と一緒に学習する以上の生活の知恵
を身につける

（１） 指定日 令和４年３月２８日（不登校特例校）
（２） 本市の学びの多様化学校の特色

・ 同世代の同調圧力、学力優先・進路決定優先の雰囲気、
必要以上の学則の強制が無い

のびのびと学習できる

８．学びの多様化学校について
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９．学齢期生徒の受け⼊れの流れ

【ポイント】

・体験入級（1箇月以上）が必須
生徒が通学し、学習できるか保護者が送迎出来るか

・転入までに３回の面談を行う
生徒にとって夜間学級が最良の選択か

標標準準ココーースス 日日本本語語支支援援ココーースス

年年間間授授業業時時数数 年年間間授授業業時時数数 年年間間授授業業時時数数

国国　　語語
((日日本本語語))

114400 228800 114400

社社　　会会 7700 7700 7700

数数　　学学 110055 3355 110055

理理　　科科 7700 3355 110055

音音　　楽楽 3355 3355 3355

美美　　術術 3355 3355 3355

3355 3355 3355

((66)) ((66)) ((66))

技技術術・・家家庭庭 3355 3355 3355

外外国国語語 110055 7700 110055

663300 663300 666655

7700

770000 770000 880055

ひひななのの時時間間

合合　　　　計計

道道　　徳徳

7700 7700 7700  学学校校行行事事・・学学級級活活動動

総総合合的的なな学学習習のの時時間間

学学齢齢期期ココーースス　　　　　　　　　　学学年年

  区区  分分

第第１１学学年年

各各
教教
科科
等等

教教

科科 保保健健体体育育
((ううちち保保健健))

小小　　　　計計
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１０．学齢経過者の受け⼊れの流れ

【ポイント】
・体験入学は希望により実施

希望者の意思を尊重
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山陽新聞夕刊コラム「一日一題」

【2018年 10月 4日】 

【2018年 10月 11日】 
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山陽新聞夕刊コラム「一日一題」

【2018年 10月 4日】 

【2018年 10月 11日】 

【2018年 10月 18日】 

【2018年 10月 25日】 
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【2018年 11月 1日】 

【2018年 11月 8日】 
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【2018年 11月 1日】 

【2018年 11月 8日】 

 

【2018年 11月 15日】 

【2018年 11月 22日】 
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【2018年 11月 29日】 
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【2018年 11月 29日】 
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【プロフィール】 
 

城
しろ

 之
の

 内
うち

 庸
のぶ

 仁
ひと

 
 
一般社団法人 基礎教育保障研究所 理事長 
岡山自主夜間中学校 代表 
基礎教育保障学会 理事 
三豊市総合政策アドバイザー 
三豊市における夜間中学協議会 委員 
（三豊市における公立中学校夜間学級在方検討委員会 副委員長） 
大牟田市立学校通学区域審議会 委員  
大牟田市立学校適正規模・適正配置検討委員会 委員 
三重県立夜間中学設置検討委員会 委員  
長野県「信州オープンドアスクール」創造会議 委員 
岡山市における公立夜間中学の在り方検討会 委員 
全国夜間中学校研究会 理事（2021年 4月～2024年 3月） 
 
香川県初となる公立夜間中学である三豊市立高瀬中学校夜間学級開設に尽力。開校から 2年
間、英語科教諭として教壇にも立つ。岡山県内で学び直しを望む人のために 2017 年 4 月、
中国地方初となる「自主夜間中学校」を立ち上げ、2018年 12月に一般社団法人として、岡
山自主夜間中学校をスタート。現在では、日本最大規模と言われる自主夜間中学校を運営。
2019年 8月大阪市で開催された公立夜間中学の増設を求める「夜間中学校を増やそう、充
実させようシンポジウム in近畿」（全国夜間中学校研究会・夜間中学等義務教育拡充議員連
盟共催）で岡山の取組みを発表、2020年 2月には、馳浩元文部科学大臣と岡山市でシンポ
ジウムを開催し、2020年 9月には、映画「学校」（監督 山田洋次）で西田敏行が演じた黒
井先生のモデルの見城慶和氏とトークセッションを開催。また、部落解放研究第 53回全国
集会（於：名古屋国際会議場）では、基礎教育を保障する識字学級・日本語学級・夜間中学
校に関する実践報告に招聘される。東京学芸大学、信州大学、宇都宮大学、岡山大学、岡山
理科大学等の大学や自治体主催の講演をはじめ全国各地で、講義、講演をおこなう。全国各
地の公立夜間中学設置検討委員をはじめ行政への指導助言をおこなう。NHK Eテレ「ハー
トネット TV」NHK総合「ニュースウオッチ 9」「ニュース 7」「NHKニュースおはよう日
本」TBS「NEW23」をはじめテレビ、ラジオ、新聞各紙（朝日、毎日、日経、読売、産経
他）で岡山自主夜間中学校、公立夜間中学設置の取組みが報道され注目を集めている。国際
ロータリークラブ第 2690 地区第 11 グループ岡山城ロータリークラブよりキャッスル賞、
一般社団法人ワンダーシップよりワンダーシップ賞、武蔵倶楽部（岡山商工会議所）より奨
励賞を受賞する。    
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謝辞 
 
 第 17 回香川県小児保健協会研究会の開催にあたり、下記の企業様から多大なるご支援と
ご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。 
 
 第 17 回香川県小児保健協会研究会 会⻑ 日下隆 
 
 
【広告掲載企業】 
アレクシオンファーマ株式会社 
サノフィ株式会社 
JCR ファーマ株式会社 
ノボ ノルディクスファーマ株式会社 
                            （50 音順） 
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第１７回 香川県小児保健協会研究会 

 

 

実行委員 石井 有美子 （香川大学医学部看護学科） 

        枝川 千鶴子（香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科） 

  岡田 仁  （香川県立保健医療大学保健医療学部臨床検査学科） 

  鈴木 裕美 （香川大学医学部医学系研究科衛生学） 

  谷本 公重 （香川大学大学院医学系研究科） 

  徳地 暢子 （香川大学医学部看護学科） 

   松本 裕子 （香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科） 

 

抄録作成委員 石井 有美子（香川大学医学部看護学科） 

  谷本 公重 （香川大学大学院医学系研究科） 

  徳地 暢子 （香川大学医学部看護学科） 

 

事務担当 山下 美智子  （香川大学医学部小児科学講座） 

 

主 催  香川県小児保健協会 

  事務局  香川大学医学部小児科学講座 

  〒761-0701 香川県木田郡三木町池戸１７５０−１ 

  TEL：087-898-5111（内線 2693） FAX：087-891-2172 

  E-mail：kodomo-m@kagawa-u.ac.jp 

  研究会 HP：http://www.med.kagawa-u.ac.jp/~kodomoho/ 

 

後 援  日本小児保健協会 
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編 集 後 記 

 

 

 「第 17 回香川県小児保健協会研究会」の抄録集が皆様の多大なるご協力により無事完成いた

しました。本研究会のテーマ「ヒトの子育てで大切なこと」を通じて、子育ての原点に立ち返り、子

どもたちの健康や福祉に寄与する多様な視点と実践が共有されました。 

 

 今年も多彩なプログラムが展開されました。香川県小児保健統計の動向とその対策では、毎年、

香川県内の詳細でとても貴重な小児保健に関する資料を提供いただいています。特別講演では、

親子関係を育むための地域での課題、トリプル P の取り組みが紹介され、シンポジウムでは、家

庭でできる「良い歯」「良い視力」「良い治療」のための具体的な方法が議論されます。また、活動報

告では、香川県内での性的少数者の子どもたちの支援やネット依存、不登校支援に関する実践が

披露されるなど、多角的な視点で子どもたちの健やかな成長を支える取り組みが示されます。 

 

 昨年に引き続き、子どもたちの未来をより良いものとするために、子どもに関わる全ての専門

職者、研究者、地域住民の協力が欠かせません。この抄録集が、参加者の皆様の活動や研究の一

助となり、地域社会全体の発展に貢献することを願っております。 

 

 最後に、抄録集の制作に携わったすべての皆様に深く感謝申し上げます。今後とも香川県小児

保健協会の活動にご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  

 

   ２０２5 年 1 月 4 日（木） 

    香川県小児保健協会研究会 

    抄録作成委員 谷本 公重 

             （香川大学大学院医学系研究科） 
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りゅうせいちゃん（4歳）


